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佐々木聡
はじめに
本稿では，花王の販制:戦略についての地域別経営史的研究の一環として，北海道・東北地域の
各花王版社の設立過程と経営状況，および広域版社への統合過程を検討することにしたい。
さて，これまでの他の地域の販社の検討 (1) と同様に，北海道・東北地域の販杜の検討に際し
でも，まずこの地域の販社が，全国の販社のなかで， どのように位置づけられるのかを確認する
ことにしたい。それに際しては，この時期の花王石鹸本杜販売部による全国の販社に関する経営
状況の分析や見通しとの関連についても，留意することにしたい。
そのうえで.まず北海道地域の各地，ついで東北地域の6県のそれぞれの販社の設立過程と経
営の状況，および統合の過程について検討することにしたい。
なお，これまでの検討に|摂しでも注意してきたことであるが，本稿で検討の対象とする 1970
年代は，花王石鹸本社のマネジメントの合理化・近代化戦略との関連でみると， 1970 (昭和45)
年の「物流近代化5カ年計画」や， 1973年の「ロジスティック・システム開発3カ年計画」お
よび1975年設置のLIS(Logistic Information System)委員会の活動によって，物流システムの
合理化やOS(On Line Supply System)の普及が推進された時期でもあったは)。そこで，この
地域の各版社の経営の検討・に際しでも，こうした動きとの関連に注意することにたい。
1 .北海道・東北地域販社の全国的な位置
(1)人的規模とファミリーストア唐数
まず，全国の花王版社の活動のなかでの北海道地域と東北地域の位置づけを確認しておくこと
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にしたい。参考とする経営史料は，これまでの一連の販社の検討の際と同様に，花王石鹸販売部
が1970(昭和45)年9月に作成した『販社体制整備3カ年計画Jl (3) と1971年3月に作成した
『販社体制整備5カ年計画Jl (4)に収録されたデータであり， 1969年から 1970年にかけての尖舶
を示したものである。
表-1 は，この時期の全国各地域の版社の従業員数，配送車(傭車)，ファミリーストア応(花
王製品販売小売府)数，販路別売上構成，平均月商(売上高)，対象(当該地域)人仁1，1人当
り花王製品月額消費高，対全国売上高構成比などを示したものである。
まず北海道地方(表中数字の説明に際しては出典の用語にしたがう)の人員の合計数94名は全
国の人員数1，620名の5.8%に相当し，東北地方の合計数116名は，全国の人員数の7.2%に相当する。
したがって北海道と東北の合計人員数210名でみると，全国人員の約 13%ということになる。
その人員を役割分担別にみると，北海道地方の経営責任者合計数7名は全国総HI・106名の6.6%
であり，東北地方の9名は8.5%であるから.岡地方を合わせた 16名でみると全1"<1産官官立任者数
の15.1%である。
セールス人員数では，北海道地方の431'，は全国総計738名の5.8%，東北地方の40名は全|主l
総計の5.4%であるから，両地方の合計数83名は 11.2%である。事務職員数でみると，北海道地
方の 25名は?な|事|総，[1'460名の5.4%，東北地方の44名は全国総計の9.6%であるから，岡地方合
計数69名は会|主|のなかで 15%ということである。配送・倉庫人員数では，北海辺地方の 19名
は全国総計316t，の6%，東北地方の23名は全国総l汁の7.3%であり 両地方の介計数42名は
全国のなかで13.3%ということになる。
つまり北iflJ:地方と東北地方を合わせると，全体として全悶の 12~ 13%前後のマンパワー規模
であったが.配置別によって 11%~ 15%の位置を，'iめていたということができょう。
(2)ファミリーストア庖数
販社と再l仮契約(5)を結んで直接の取引|刻係にある小売庖すなわちファミリーストア庖数を
みると，北海道地方で3，092庖，東北地方で2，956}山で、あり，両地方の合計では6，048};~í で、ある。
これを表-1に示される他の地域のファミリー・ストア!百数と比べると，北海道地方の!古数も東
北地方の庖数のいずれも，関東地区のそれを上回る数であり，北海道・東北両地方の合計ファミ
リーストア庖数は，中園地方のそれを少し上回る尖縦であったといえよう。なお全国総計 59.708
庖に対するウェイトでみると，北海道地方が5.2%，東北地方が5% 両地方全体では 10.1%の
比率であった。
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(3)直販比率
1968年に版社経路のみを流通経路とするシリーズ製品を発売した直ところで.花王石鹸が.
同図に示図-1の通りである。流通経路と取引関係は，後の花T製品1の流通経路の全体像は.
これらのうち販社の売上高となるのは，③，④，⑤，⑤と⑩，
このうち⑩と⑮が販社から小売府へ
されるように 16通り存在するが，
⑮の経路経路を通じた取引関係によるものである。さらに，
その版社全売上高に占める比率を直販比率という。の直接l収うい、わゆる直販とされ，
北海道地方の直!坂比~l~は，表一 l と去 -2 に示されるように 38.5%であり，東北地方全体では
全国平均の54%よりも低いことがわかる。これを，北海道のそれぞ34.5%であった。いずれも，
表ー 2に示されるように 25%から 65%まであって，販社とその営業地域れの版社別にみると，
同表に示されるようによって述いが大きかったことがわかる。他方，東北地方を県別にみても，
他県はおに.秋田県全体の直!仮比率が不明ではあるが.l'jニ森県が平均よりも高いことを除けば，
おむね全国平均よりも低い似であったといえる。
直l仮比率は全国平均で花王石献販売部では，この時期の全国の版社の経営分析を通じて.
54%であるが早急に60%以上にする必要があるとしている川から，表-2に示される青森県の
おおむね直版比率の向上がはかられるべき状況にあったと版社や北海道の一部の版社を除くと，
いえよう。
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表-1 全国各地域別の販社従業員数・ファミリー庖数・売上構成 (1970年8月)・売上高関係データ (1969年)
従業員数(人) 販路別売上構成(%) 売上高関係データ
傭車 ファミリー 1人当り花王
販社所在地域 経営 セールス
配送・
事務 計 ストア底数 直販 代行 その他
平均月商 対象人μ 製品月額消費 対全国売上高了f任者 倉庫 (千円) (千人) 高(円) 構成比(%)
1970年8月 1969年下期
北海道地方合計 7 43 19 25 94 。 3.092 38.5 46.2 15.3 143.309 5.379 26.64 4.89 
東北地方合計 9 40 23 44 116 3 2.956 34.5 55.5 10.0 196.279 9.288 21.13 6.69 
都市地区小計 (a) 19 119 52 77 267 45 9.116 54.7 44.1 1.2 792目224 22.773 34.79 27.01 
関東地区小計 (b) 4 24 7 14 49 6 2.884 64.8 35.2 。 79.968 5.327 15.01 2.73 
関東地方合計 (a+ b) 23 143 59 91 316 5J 12.∞o 872.192 28.100 31.04 29.74 
甲信越地方合計 6 32 13 19 70 。 2.680 39.0 40.5 20.5 102.147 5.140 19.87 3.48 
東海・北陸地方合計 10 76 41 45 172 2 5.431 332.058 12.841 25.86 11.32 
東部地域合計 55 334 155 224 768 56 26.159 1.645.985 60.748 27.10 56.12 
京阪神地区小計(c) J7 129 36 79 261 32 9.413 74.3 24.2 1.5 528.926 14.087 37.55 18.03 
近畿地区小計 (d) 6 47 7 24 84 。 5.364 70.2 24.5 5.3 113.145 4.202 26.93 3.86 
近畿地方合計(c+ d) 23 176 43 103 355 32 14.777 642.071 18.289 35.11 21.89 
中国地方合計 8 62 41 44 155 5 5.942 53.8 43.7 2.9 200.064 7.147 27.99 6.82 
四国地方合計 6 44 15 26 91 。 4.146 51.3 47.9 0.8 101.832 4.∞l 25.45 3.47 
九州地方合計 14 122 62 63 261 12 8.684 55.7 28.7 15.6 342.858 12.562 27.29 1.69 
西部地域合計 51 必4 161 236 852 49 33.549 1.286.825 41.999 30.64 43.88 
全国合計 106 738 316 460 1.620 105 59.708 54β 2.932.810 102.747 28.54 100.00 
(注1)東部地域全体の販路別売上構成は判明していないが.東京では直販57.596.代行42.5%であり.神奈川地区では直販53%.代行42.4% その他4.6%.栃木・群馬・茨
城の合計値で直販64.8%.代行35.2%となっている。
(i主2)東海・北陸地方全体の販路別売上構成も判明していないが.北陸地方では直販46%.代行4虫1%.その他4.9%であり，東海地方では直販34.1%.代行54.7%.その他
11.2%となっている。
(出典)花王石鹸株式会社販売課 f販社体制j整備3ヶ年計両1(1970年9月) 向 f販社体制整備5ヶ年計凶jJ (1971年3月)。
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表ー2 北海道・東北地域の販牡別従業員数・ファミリー庖数・売上構成 (1970年8月)・売上高関係データ (1969年)
従業員数 販路別売上権成(%) ~'é I二高関係テ・ タ
経営責 配送・ 傭車
ファミリー
平均月商 対象人口 1人当り化王製 対全国完上高
販社名 任者 セールス 倉庫 事務 計
ストア庖数 直販 代行 その他 (千円) (千人) 日月額消費尚 構成比(%)(円)
1970年8月 1 969年下期
札幌花王 i 15 9 6 31 。 8∞ 35 45 20 50.264 1.417 35.47 1.72 
小樽花王 I 5 2 3 1 。 4∞ 25 60 15 18.532 625 29筋 0.63 
室蘭花王 l 4 2 2 9 。 456 65 22 13 9.736 368 26.46 0.33 
車1路花王 I 4 。 3 8 。 192 47 43 10 10.626 456 23.30 0.36 
帝広花王 4 2 8 。 452 45 55 。 7.816 317 24.66 0.27 
旭川花王 6 3 3 15 。 292 28 51 21 21.852 1.033 21.15 0.75 
函館花王 l 5 2 4 12 。 5∞ 60 40 。 11.768 564 20.87 0.40 
その他 12.715 599 21.23 0.43 
北海道地区計 7 43 19 25 94 。 3.092 38.5 46.2 15.3 143.309 5.379 26.64 4.89 
青森ィι王 。 4 3 4 1 l 461 75 25 。 10.803 564 19.15 0.37 
弘前花王 。 4 l 3 8 315 51 49 。 9.080 544 16.69 0.31 
八戸花王 3 3 2 9 。 173 60 40 。 8.969 4∞ 22.42 0.30 
青森小計 l 1 7 9 28 2 949 61.2 38.8 0.0 28.852 1.508 19.13 0.98 
秋田花王 5 。 4 10 。 85 13 67 20 20.294 1.185 17.13 0.69 
その他 1.971 115 17.14 0.07 
秋田小計 l 5 。 4 10 。 22.265 1.300 17.13 0.76 
藤野屋花王 l l 。 2 4 l 137 38 55 7 9.787 517 18.93 0.34 
岩手花王 l 3 4 6 14 。 291 18 78 4 17.96。 948 18.95 0.61 
岩手小計 2 4 4 B 18 428 25.0 70.0 5.0 27.747 1.465 18.94 0.95 
宮城花王 2 3 6 7 18 。 3∞ 30 70 。 35.266 1.776 19.86 1.20 
山形庄内化王 。 2 。 2 4 。 280 50 50 。 7.689 345 22.29 0.26 
山形中央花王 l 3 3 3 10 。 101 32 64 4 17.202 883 19.48 0.59 
その他 460 24 19.17 0.01 
山形小言十 5 3 5 14 。 381 37.6 59.7 2.7 25.351 1.252 20.25 0.86 
会津花王 l 3 。 3 7 。 187 42 58 。 11.081 371 29.87 0.38 
高喜花王 l 2 。 2 5 。 212 58 。 42 10.369 408 25.41 0.35 
いわき花王 。 4 。 2 6 。 180 21 58 21 18.356 537 34.18 0.63 
郡山花王 。 3 3 4 10 。 234 24 47 29 16.992 671 25.32 0.58 
福島小計 2 12 3 1 28 。 813 32.9 43.'1 23.7 56.798 1.987 28.58 1.94 
東北地区計 9 40 お 44 116 3 2.956 34.5 55.5 10.0 196.279 9.288 21.13 6.69 
ぷロう、 16 83 42 69 210 3 6.似8 339.588 14.667 11.58 
Ci主1) 1人当り花王製品月額消費高は下記出典では 11969年下期の月額平均総売上高を販社別対象人口で除したものである」としながらも，表示されている数値がそのように
なっていないことが多いので修正した数値をここに表示した。
(出典)表-1に同じ。
??????????」?
?
? ? ? ? ? 、 〉 ? ?
?
????
?
???
N 
ト~
22 一一経 営 論 集一一
(4)売上規模
他方，平均月商をみると，表-1および表-2に示されるように.北海道地方で約 l億 4.331
万円，東北地方で約 l億 9.628万円である。全国合計 29億 3.281万円のなかでの比率は.北海道
地方の月商は4.89%であり，東北地方のそれは 6.69%となる。したがって，北海道・東北両地方
の対全国比率は. 11.58%である。
この時期の 1969年4月から 70年3月までの全国の販杜 105社の経営分析を通じて，花王石鹸
販売部では，都市部の販杜の平均月商が3.526万円であり，地方の販杜のそれが1.652万円であ
る(7)とし，販杜としての最低月商は2.000万円以上が最低ラインであるべきとしているは)。こ
れに関して，本稿でも，一連の花王版社に関する別杭(9) と同様に，月額売上向2.∞o万円未満
を小規模販社.2.000万円以上4.000万円未満を中規模販社.4.000万円以上を大規模版社とH子ぶ
ことにしたい。
いま，図-1で示した②，⑦，③，⑨.⑬.⑮の版社以外の経路 すなわち去一 2の北海道の
「販社名」欄の「その他」の平均月商1.271万5千円を北海道地域の平均月商合計制の l億4.330
万9千円から差し日|いた額の 11昔、3.058万4千円を，この地域の版社数7で|徐すると，約1.865
万6千円となる。したがって，この北海道地方の各版社平均月商の平均値でみる限り，上述の地
方版社の平均よりも少上回っていることがわかる。ただし個別にみると，同表に示されるように.
札幌花王の5.026万4千円(対全国ぅ2上比率1.72%)が首位で，旭川花王2.185万2千11J (同0.75%)
が第2位であり.この2社は前述の分知で、中規模版社に制する実績であったが，第3f立の小榔花
王の1.853万2千円(同0.63%)以Tは小規模阪社ということになる。
同様に.表-2の秋田県の「その他J197万l千円，山形県の「その他」の46hl'Jの合計額
243万 l千円を東北地方の平均月ifH合計額の l偲9.627万9千円から差しヲ|いた制の I憶9.384
万8千円を，この地方の版社数13で|徐すると，約 1.491万l千円となる。したがって，この平
均値でみる限り，上述の地方版社の平均よりも下回っていることがわかる。個別にみても，同表
に示されるように，秋田花王の 2.0297)'4 千円(対全国う'己|二比率 0.69%) が 1:~IJM.t見版社の実航を
示しているだけで.他の東北地方の版社はいずれも小規税版社の実結内にとどまっている。
このように，売上高でみると，北海道地方・では.地方版社の平均よりも高く.東北地方で'(;.l:低
かったことに注意しておきたい。
(5) 1人当り花王製品月額消費高
他方. 1人当り花王製品月額消費高を.表一 lと表-2によってみると.北海道地方全体で
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26円64銭であり.全国平均の 28円54銭と東部地域平均の27円10銭のいずれよりも低くなっ
ている。また東北地方全体でみても 21円13銭であり，これも全国平均と東部地域全体の値より，
さらに低い他となっている。
北海道地方の l人当り花王製品月額消費高を各販社別にみると.表-2に示されるように，人
口の多い札幌花王担当市場の 35円47銭や，人口がさほど多くないものの小樽花王の担当市場の
29円65鋭などは，全国平均や東部地域平均を上回っている。また，東北地方でも，県別にみると，
同去に示されるように，福島県全体としての28円58銭ふ全国平均よりわずかながら高く，東
北地域の全体制{よりも上回っていることがわかる。
いずれにせよ北海道や東北では，そうした一部地域を除くと，いずれも全国平均よりも低い
1ilとなっており.花王製品の市場浸透がはかられるべき市場であったことがうかがわれよう。
以上のような地域の特徴が.各地域および、各県の版社の設立や経営の状況および当時の統合・
拡理の見通しとどのように|刻わるのかに注意しながら，検討を進めることにしたい。
2.北海道地域での販社の設立過程と経営
北海道地域では，図-2に示されるように. 1968年の2月から 6月の4ヶ月間に7社， 1974 
年に l社.合計8つの花王版社が設立された。このうち 1968年設立の2杜が合併して新会社と
なり，その新会社にさらに4社が統合された後に社名を改め，さらに統合会社に残る2杜が合併
して，道内の統合版社が成立することになる。これらの版社の設立の過程と経営状況および統合
の過程をみてみることにしたい。
(1)札幌市と小樽市の花王販社
① 札幌花王製品販売
1968 年 2 月，札幌市の代理府の石田商応(札幌市南 2 条西 1 丁目)を昨1心に主力各JlJïl:~が協業して，
札幌花王製品販売株式会社が設立された(10)。資本金は1.306万2.500p:jで，石田一郎が社長に就
いた。同社は問屋から移籍した販売部の幹部と新人の集合体でスタートしたとされているが，順
調に売上をや11ばして • 1970年 11月には，手狭になった中央区から白石区に建設した新社屋に移っ
た。
その移転の前年から直前までの札幌花王の続営状況をみると，表-2に示されるように.31 
名という比較的多数の人民で，ファミリーストア 800}古を擁していた。平均月商は5.026万4千
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①全l名
②関係長[lI，ljあるいは総件目ー
③設立年)'1
④創業時資本金
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国一2 北海道地域の花王販社系譜図
1975年5月
参考資料:r花主版全|ヒストリーjほか。
1977写4月
1982年1月
円で，花王製品 l人当り月額消山高も 35円47銭であった。これらのいずれも，北海道地域の版
社のなかで最大であった。しかしながら，直販比率は 35%であり，販売実績の多くは45%を占
めた代行届と， 20%のその他の経路に依存していた。これは.版社設立に参加した代理屈や，そ
れ以外の卸庖の販路によって捌かれていたことを意味するが，このI!i¥:}~(では，そうした既存経路
の方が物流上の合理性でイ憂っていたとも考えられよう。
② 小樽花王製品販売
札幌花王設立4ヶ月後の 1968年6月，小樽市の代理屈の高森商賠(岡市稲穂町東4丁目)ら
有力卸庖(1])の協業によって小樽花王製品販売株式会社が設立された。設立時の資本金は 580万
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円で， iFG森商)苫の松田靖五が社長に就いている。同社は，翌1969年7月に600万円へ，同年1
月にはさらに620万円へ増資している(12)。
その頃の小綿花王の経営状況をみると，表-2に示されるように 1名の人員で400のファ
ミリーストアをもっており，平均月i高jは1，853万2千円であった。この月商でみる限り，北海道
のなかで札幌花王と旭川花王に続く第3位の実績であった。花王製品1人当り月額消費高をみる
と29円65銭であり，これは表-1に示される全国平均よりも高く，北海道のなかでは，札幌花
王に次いで第2位の製品浸透度であった。しかしながら，直販比率は25%であり，北海道の各
版社のなかでは最も低い値であった。残りの販売実績は， 60%の代行庖と 15%のその他の却庖
の版l的に依存していた。代行届比率は，北海道の版社のなかでは最も高い値で、あった。
③ 却庖の広域統合と連携
北海道で、は， 1969年8月に，札幌市の耐十全堂(岡市北6条束3丁目)，釧路市の丸文(釘"路
市黒金町12丁目)，前述の石田商j乱岩見沢市の山Ii奇商事(所在地不明)，旭川市の石倉産業(岡
市4条 13丁目)，北見市の丸協(岡市5条西2丁目)および札幌市の大幸商庖(岡市北2条西
20丁目)の7杜が合併して，ダイカ株式会社が発足した(13)0 111崎商事と大幸商庖については不
明であるが，それ以外の5つの卸j苫は花王石鹸の代理府で・あった。
当初は， 1968年1月頃から布十全堂と丸文の2社合併の話が具体的に進められ，他方で同年
2月頃から石凹商事と山崎商事の合1Jj:の情報もあったが， 1969年4月から，これら 4杜の合併
へと進展することとなった。同年5月になって，石倉産業:が傍系の丸協とともに参加の意向を示
し，さらに同月，大幸商庖も参加を 1='1し入れるという経過をたどった。
会長に茄十全堂の大総一郎，社長に丸丈の柿本雄介が就き，資本金は約 l億2，000万円，従業
員数520名であり，全国的にみても有数の大規模卸売会社の誕生となった。その後， 1969年9
月には小樽の旭友商事(所在地不明)がその業務一切をダイカに継承させ， 1971年5月には小
樽市の花王石鹸代理庖でもあった本間ifHJ苫(岡市花岡町2丁目)が，同年 10月には函館市の村
田|樹脂(所在地不明)が，それぞれダイカに合併している。また同年1月には小樽市の貴地商
!苫(所在地不明)を吸収し 新たに株式会社ファッションダイカを設立した(14)。
このようにダイカによる道内広域統合が進展する一方で、 ダイカ設立翌月の 1969年の9月に
は，函館市の中村福粧堂と小榔市の小町屋商事(岡市稲穂"8・東7丁目)の提携によって粧連株式
まるひ
会中~l:が発足した。また，同年 10 月には，札幌市のライオン illi脂の有力代理屈の丸日販売(岡市
南大通四 14丁目)と文具・紙製品扱いの大丸牒井が合1jl:した。丸日販売は， 1929年に大丸藤井
のなかの石献などの雑貨部門を独立させた丸日聯合株式販売会社として設立され， 1966年に丸
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日販売株式会社に名称変更した卸業会社である (5)。したがって，母体企業への回帰といっても
よいであろう O
ダイカと粧連の2杜は札幌，画館，小樽，室蘭，旭川，帯広，苫小牧に営業拠点をもち，ダイ
カはそれらの地域に加え 釧路 岩見沢 滝川および北見にまで拠点網を拡げていた。またこの
2杜の他に，薬品中心の卸屈ではあるが石鹸・洗剤・歯磨なども扱う札幌市を本拠地とする舟以
薬粧(岡市南2条西9丁目)も，札幌，函館，小樽，室蘭，旭川，帯広に営業拠点を有していた(川)。
④ 北海道中央花王製品販売
花王石鹸販売部では，北海道のこれら 3つの広域卸業のうち，特にダイカが販売制や資金力の
点で最強とみており，また前述の札幌花王，小樽花王および、後述する北海道の花王版社のすべて
のなかで，ダイカの出資がないのは小樽花王のみであることにも留意している。また地域的には，
空知と北見両地区に 1971年3月頃を目処に版社を設立して，この地区をカバーする榔加をもっ
ており，最終的には，この新設予定の2杜と，札幌，小綿および後述する函館，室i品j，到1路，ilW 
広，旭川の9社の大合併の可能性も考慮していたのである(7)。
そうした将来構想のなかでは，札幌花王と小樽花王の合併は拙かれていなかったようであるが，
1973年3月，この両社の統合が実現することとなり，札幌花王を存続会社として北ifu:AI'9c花
王販売株式会社へと商号を変更して 同一年4月に小榔には営業所を開設した。この統合の'，1'(対に
は，小縛地区の経済衰退が著しいこともあった。そして，そうした経営環境をふまえて.実際の
統合に向けて尽力したのは，後述する釧路花:r.の母体となった丸文の経営者で前述のダイカ発足
後その社長に就いていた橋本雄介であったという OH)。
新会社の資本金は2，500万円で，札幌花王の石川一郎社長が継続して社長に就いた。凱1974
年4月には，岩見沢営業所を開設している。その主な管ilj!fエリアは岩見沢市をはじめ，沌川Tli，
美唄市などを中心とする比較的人口の密集している地域であり，開設当初の月間は約3，000万ITJ
を見込んだ (9)。
なお北海道中央花王は，後述する室iM花王を統合した盟月の 1975年6月に北海道花王とjrfP;・
を変更をしている。その際の増資で，新資本金は9，600万円となった。
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(2)室蘭市・釧路市・北見市の花王販杜
① 室蘭花王製品販売
輩出i市で、は花王代理九!?の山口紙j苫(同市泉IfJ・53)が中心となり有力卸庖が協業して， 1968年
3月に資本金300万円をもって室副j花王製品販売株式会社が設立され，山口直次が社長に就い
手、 (2日)
I~ 。
設立塑51:'.からその翌年にかけての経営状況をみると，表-2に示されるように， 9名の人員で，
456のファミリーストアをもっていた。人員数は，さほど多くないが，ファミリーストア庖数は，
北海道地域では札幌花王の 800と後述する|酒館花王の 500に次ぐ第3位の位置にあった。直販比
率も，同表に示されるように， 65%と北海道内で、放も高かった。しかしながら，平均月商をみる
と， 973万6千円とさほど大きくはなく，花王製品 l人当り月額消費高も 26円46銭と北海道の
平均値に近いものでしかなかった。したがって.室蘭i'/j"はもとより，周辺地域への販売拡大が求
められていたのである。
このため，苫小牧・日高地区への販売拡充とそれにともなう人的要因を考慮して，前述の北海
道1一1:1央花王と協業することになり， 1974年 10月，室i品j花王は解散して北海道中央花王の室蘭営
業所として営業を引き継ぐこととなった。
② 釧路花王製品販売
室1品i花王設立の塑月の 1968年4月に，東flUの釧路市で丸文(岡市黒金町 12丁目)ら有力卸庖
の協栄により，資本金300万円の釧路花王製品販売株式会社が設立された。社長には，丸文の橋
本雄介が就いた。
釧路花王の経営状況についてみると，表-2に示されるように， 8名の人員であったが，ファ
ミリーストア脂数は 192と北海道地域で最も少なかった。庶版比率は 47%であり，これは北海
道地域では室蘭花王の 65%と函館花王の 60%に次ぐ高さであった。王子均月間は表示されている
北海道地域の7販社中 5位の1.062万6千円であったが，その版充実制は， ili:版以外の 43%を参
1Jn代理由経路で、ある代行自に依存し，残る 10%を一般か1苫経路を利用していた。花王製品 l人
当り月額消投高も 23円30銭と低い値であった。
この釧路花王も，経営規模拡大による競争力強化を目的に， 1975年4月に北海道中央花王と
協業することとなり，釧路花王は解散して北海道rl"火花王の剣1断'j:?業所として営業を引き継いだ。
197651:' 10月には，竣工した新社屈に骨抜:所を移し，さらにその現年3月にはコンピュータを導
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入している。
③ 北見花王製品販売
北海道地域で、は1，えも遅れて， 1974年3月に，道東の北見市，網走市，紋別市の有力代理!?iが
文仙堂(北見i!i)のはたらきかけで協業し，北見花王製品販売株式会社が資本金500万円をもっ
て設立され.丈仙itの'Ij'木述夫が社長に就いている。
同社は，北比市6条l川5丁目に本社を置き，従業員8名で営業を開始し，当初の売上目指;1は，
月商800万IJとされた。北見市をはじめ網走T!，紋別市などを主たるエリアとしたほか，Il~!溺 l刻
係のルートの強化にも)Jを入れることとされた(2l)。
同社も，到IJm花:-1:の場合と同じ目的で北海道':1'9と花王と協業することとなり， 1975 1: 4 n ，
北見花王は解散して北海道Ijl~よ1.花王の北見営業所として営業を引き継いだ。わず、か l 年あまりの
有.統JU問でしかなかったことになる。
なお，設\~:から解散にいたる 11 ]のいつの時点、〔か特定はで‘きないが，北見花王の主要株主には，
前・述の文1['.::;~のほか， ダイカ， !I[辺本庖(網走市Wi4条東1丁目)および花王石献の名前が記i!没
されている。
北見営業所では， 19765[: 9月には北見市三輪に峻工した新社屋に移り， IfiJ年 12月にはコン
ピュー タを?!j.入している。
(3)帯広市・旭川市・函館市の花王販社
① 帯広花王製品販売
北見市からi-ti四方向の;:w広市では， 1968年5月に，同r!iの花王石鹸代理屈の竹中商応(岡市
西l条南11丁目)が中心となり，いくつかの有力的J}苫が協業して，資本金300万円をもって帯
広花王製品販売株式会社が設立された。社長には竹 II:I~訓が就いた (22) 。
設立翌年からその翌年頃の帯広花王の経営状況をみると，表-2に示されるように， 8名の人
員で452のファミリーストアをもっており，直販比率は45%であったが，残る 55%を代行j古の
販路に依拠していた。平均月商は， 781万6千円であり，北?街道の各販杜のなかでは最も低い実
績であった。これは，同表にも示されている対象人口すなわち市場が小さいことが大きな要因で
あったろう。花王製品 l人当り月額消費高も 24円66銭であり.北海道地方の平均よりも低い値
であった。なお，その後， 1974年10月には，帯広市西 18条に新社屋を建設して移転している。
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;i!?広花王も， iliJ:iliの各版社と同様に，経営規模拡大による競争力強化を目的に， 1975年5月
に北海道中火花王と協業することとなり， 'lf広花王は解散して北海道中央花王帯広営業所として
営業を継続することとなった。合併後の 1976年10月には，帯広営業所にコンピュータを導入し，
さらにその盟年の 1977年4月には，花王石鹸本社とのOS(On Line Supply System)化を実現
している。
② 旭川花王製品販売
旭川市では，同市の花王石鹸の有力代理府であった高桑商脂(岡市l条10丁目)が中心となっ
ていくつかの在IJ古(2:l)が協業して， 1968年3月に;i背広花王製品販売株式会社が設立された。資本
金は500万円であり.社長には高桑靖之が就いた。設立翌年の 1969年3月とその翌年の1970年
5月の2度，旭川市内で社屋を移転した。
その頃の旭川花王の経営状況をみると.表-2に示されるように， 15名の人員であり，ファ
ミリーストアは292脂程度であった。また直販比率も 28%と低く， 51%を代行庖の販路に，残
る21%をそれ以外の卸脂の販路にそれぞれ依拠していた。それでも，平均月商は2.185万2千円
と北海道地域で、は札幌花王に次ぐ大きさで，中規模販社のmUi$に入る実組であった。これは，同
表にも示されている対象人口すなわち市場が比較的大きいことが，大きな要因であったろう。そ
の一方で，花王製品 l人当り月額消費出は21円15銭であり，北海道地域のなかでも低い方の値
であった。
その後，旭川花213では， 1972年9月に旭川流通団地に社屋を移転した。移転後は順調に売上
を仲ばしたが，その要|到は， r旭川地区という市場なり販売応の体質に合った企画をということ
で徹底的に討議を重ね，毎月立案実施している」ことや，能力開発とモラール昂揚のための従
業員教育に力を入れていることにあると自己分析している例。なお，そうした人的資質と組織
能力向上の一環として，また競争上の優位を勝ち取るための手法として管理会計を導入し(お
1974年4月にはそれに必要なコンピュータを導入している。
結局，旭川花王も，競争力強化を目的に， 1977年4月に北海道花王と協業することとなり，
旭川花王は解散して北海道花王旭川営業所として営業を継続することとなった。
③ 函館花王製品販売
函館mでは，花王石献の代理jiEであった出|・全堂(阿i!'i地蹴町大通り)，寿原薬粧(函館支庖:
同市末広jI汀)，函館荒物販売(函館市地蔵jI日7)ほか4つの卸府の協業によって， 1968年2月に
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函館花王製品販売株式会社が設立された。設立時の資本金は500万円で¥社長には茄十全堂の大
総一郎が就いた (26)。
設立翌年からその翌年にかけての函館花王の経営状況をみると，表-2に示されるように， 12 
名の人員であり，ファミリーストアは500庖を擁していた。直販比率は，前述の花王石鹸版光
部が望ましい値とした 60%であり，残る 40%を代行屈の販路に依拠していた。平均月商は1.176
万8千円程度で，小規模版社の域にとどまる実績であった。花王製品 l人当り月額消校出も 20
円87銭であり，北海道地域のなかで最も低い値であった。
その後，函館花王は，順調に業績を伸ばし， tl:屋手狭となるなかで， 1974年1月に流通セン
ター内に竣工した新社屋に移った。これに先立ち，同年 10月，資本金を1，250万円に明資した。
この際，花王石鹸も資本参加した。 1975 年 10 月にはコンピュータを導入し，その~~:q::4月から
はos化を実現している。
(4)北海道花王の展開
① 営業所・倉庫の近代化
北海道花王では，その後，各地の営業所の施設をリニューアルしていった。 1976年 10月には
北見営業所の新社屋をを完成し(幻¥矧 1977:il=-8 )Jには旭川営業所で、ジ、ユニアラック・フォーク
方式の倉庫を備えた新杜屋での営業をIJスタートさせ (28) 同年 12月には，小樽営業所も新社屋
での活動をスタートさせている(仰)。
1978年10月には，岩見沢営業所も新社)j'i.で、の件業をスタートさせ <:30) 翌1979年1月には
室蘭i営業所も新社屋でのスタートを切ったが，m:設された合J!lIは，全国の販社のなかでも1立も遅
く建設された近代合Jl~であったというはI)。合)jjIのいっそうの近代化という点では， 1980:'1三 2 月に，
画館花王に高層ラックを備えた自動倉山が完成したが，ほぽ同時期に北海道花王;17広営業所でも
既存倉庫の|嫌に高府ラックの自動倉庫が完成している (32)。同じ 1980年1月には， f，)1路営業所
でも新社屋を完成させた。その倉庫は平合)ijI~であるが，保温腐を兼ねる楽粧品室を備えた寒冷地
仕様であった (33)。
② 函館花王の統合
その後，函館花王でも北海道花王との協業化を協議し， 1982年1月には北海道花王に統合さ
れた。北海道花王の資本金は， 9，900万円となり，旧函館花王は函館営業所として営業を継続し
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た 1:14)。これにより，北海道がひとつの版社に統合された。
組1983:(1三5月には苫小牧営業所エリア内の静内郡静内町に静内出張所を開設して，所員 l名
を 'l;~. !駐させて営業を開始した。これは日高地区での販社直販と代行庖経由の合計比率が65%と
いう低い実制を改善して.90%にまで高めるというのが目標であった (35)。さらに 1985年4月に
は各営業所を支!古に改称し，新たに旭川支庖が稚内営業所を開設し営業を開始した(お)。
3.東北地域での販社の設立過程と経営
東北地域で、は，関-3に示されるように. 1967年の 10月から 1969年2月までの l年4ヶ月
の川に合計15の花王版社が設立された。県別では，青森県3社，岩手県2杜，秋田県l社，宮
城県3社，山形県2杜，福島県4社で、あった。 1970:(I~代のうちに岩手県の 2杜，宮城県の 3 杜，
山形県の3社が合併して， これら各県では， もとより昨県L
のl県11版坂社が実現した。残る1背森り昨県;己Z(L.と干縞H両i¥J品以l県県でで、も. 1982 !.I~ に， ぞれぞれの県の販杜すべてが
統合して各県l版社となった。
そして. 1986年10月に6つの各県版社が合1)j:して，東北地域全体をカバーする広域販杜の東
北花王が成立する。
これらの東北各県の版社の設立の過程と経';á~~;1犬況および統合の過程を，県別にみてみることに
したい。
(1)青森県の花王販社
① 青森花王製品販売
1968年5月，花王石敵代理liJ古の寺長(背森市寺町82)と同じく代理屈の西国商事(岡市大町
2丁目)が中心となり，小JI(所在地不明).熊谷(所在地不明).七尾(所在地不明)などの卸
!古が出資して，青森花王製，W，l収売株式会社が設立された。資本金は300万円で，社長には最大株
主・寺長の寺島元一郎が就いた (17)075森花王は，寺長からfli-り受けた建物を拠点として営業を
IJ似合させた。翌 1969年4月には. 4つのいわゆるC級の卸自にも株式を分配し，それらの卸庖
も代行!古とした。
守iえは'1'二森県全域に販売力をやドばしており， ライオン油JI日やライオン歯磨の専門部も設置し
ている有力各1脂であった(制。このライオンl由府の関係で. 1日J:.I'7月，寺島元一郎は社長を辞め，
P1i問純弘が後任社長に就いた。
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①社名
② 関係卸庖あるいは絞'i~~.者
③ 設立年月
④ 創業時資本金
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図ー3 東北花王販売(株)の系譜図
参考資料 『花王販社ヒストリー1*北花王販売株式会社『東北花王 25 年の記~!~J (1993年)ほか。
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その頃の経営状況をみると.表-2に示されるように， 11名の人員で461のファミリースト
アをもっており.平均月商は1.080万3千円であった。青森県の3つの販社のなかでは，ファミリー
ストア庖数も平均月商も最も大きかった。しかし，花王製品l人当り月額消費高の 19円15銭は，
3販制:のなかでは八戸花王の22円42銭よりも低い値であった。ちなみに東北6県のなかでは.
青森県全体が秋田県に次いで、低かったから，そのなかで2位の青森花王の担当エリアも，花王製
品の浸透をいっそうはからなければならない地区であったといえる。
ただ販路をみると，表ー 2に示されるように，直販比率が75%と，この時点の北海道・東北
地域の版社のなかで最も高い比率であった。これは，販社設立に参加した代理屈や関係卸屈が，
その取引先小売庖を全面的に提供したためであった。また代行届比率が25%残されているが，
この半年ほど前の記録では「得意先は小売庖が約600庖，郡部特約屈が 1庖で」あるが「現在
代行j苫は置いていなし、」とされている (39)ので，そうした郡部特約屈の一部が上述の新規代行庖
となり，その販路による販売実柿の比率がこの代行庖比率であろう。なお，郡部の場合，下北半
島の突端になると約 150キロくらいの遠隔地までカバーしなければならないので，計画的にかっ
効部第一でセールス活動を行う必要があったという (~O) 。
青森花王は， 1972年5月に加入した卸団地のなかに，同年 1月に新社屋を落成し，その翌月
に移転した。その翌年の 1973年l月には.増資して600万円の資本金とした。同年 10月には，
青森花王の十和田地区代行自2庖(板垣，三蔵.いずれも所在地不明)とファミリーストア 10庖を，
後述する八戸花王に帳合変更している。同様に， 1976年10月には.西津軽郡いわゆる西北地区
の代行j苫3広(竹'75，三上，川普)とファミリーストア 10府を，後述する弘前花王に帳合変更し
ている。背森花王では，このように南部地区や弘前地区にも取引先と販路をもっていたが，販社
間の担当市場エリア整理の観点からの変更であったろう。
その後， 1977年7月にはさらに増資して新資本金を 950万円とし， 1979年1月には問屋団地
内に2度目の新社屋を建設し移!I伝している。
なお， 1975年3月には，後述する弘前花王・八戸花王と同時に，三菱メルコム 88を導入して
いる。後述する県内3社合併直前の 1982年7月には，背森花王のなかに，花王石鹸東北支庖青
森営業所が開設されている。
② 弘前花王製品販売
弘前市では，青森花王設立翌月の 1968年6月に，花王石鹸代理屈のいとう化粧品庖(岡市中
土手町)と三喜屋(所在地不明)が中心となって.資本金300万円の弘前花王製品販売株式会社
が設立され，翌月より営業を開始した。会長には伊藤勇三，社長には三喜屋の石川元章が就いて
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いる。
同社の経営状況をみると，表ー 2に示されるように， 8名の人員で315のファミリーストアを
もっており，平均月商は908万円であった。ファミリーストア庖数も平均月商も県内3版社のな
かで、中間の実績で、あったが，花王製品 l人当り月額消費高の 16円69銭は，青森県内だけではな
く，北海道・東北地域のすべての販社のなかで最も低い値であった。
同社では， 1973年5月に新しい会長と社長に交替し，その半年後の同年 11月には，新社属建
設資金確保のため増資して 950万円の資本金とした。このとき.従業員の一部も株主に加わって
いる。さらに翌年の 1974年1月には.花王石鹸も 50万円を出資して新資本金が1，000万円となっ
た。また同年7月には新社屋への移転を完了した。さらに 1981年 12月には，再.皮，新社屋へ移
転した。 2度目の新社屋の倉庫は平屋の倉庫であるが，薬粧保管庫などを含めて 423坪のラック
倉庫で，薬粧品類はフローラックを利用して荷捌所までスムーズに流されてくるように設計され
ている点に特徴があった (41)。
③ 八戸花王製品販売
八戸市では， 1969 年 2 月に，花王石鹸代理由の下徳商庖(岡市湊町)の花王i~[1 を基礎に八戸
花王製品販売株式会社が設立された。資本金は300万円で，下徳商庖の下斗米t.ffiヨUI[Iが社長に就
き，同商庖より借り受けた建物を拠点に営業を開始した。
八戸花王の経営状況をみると.表-2に示されるように， 9名の人員で 173のファミリースト
アをもっており，平均月商は896万9千円であった。ファミリーストア庖数も平均月前も県内3
販社のなかで最も低かったが，花王製品 l 人当り月額~M~高の 22 円 42 銭は，福山県の版社を|除
く東北地域の版社のなかで、は最も高い値であった。したがって.青森・弘前の津!院地|まと比較す
る限りは，八戸花王の南部地区の方が花王製li1の以透の度合いが高かったといえよう。ただし
やはりライオンネtの攻勢の強い地域との認識もあり，同社との競争上の劣勢挽[jl[が課題であっ
た (42)。
八戸花王では 1971年5月に 200万円を的資し新資本金を 500万円とした。このとき，花王
石鹸と後述する盛岡市の藤野屋本屈がそれぞれ30万円を出資している。なお，その後， 1972年
5月頃には人員も倍となり売上げも}I[買制にやl'ばしている (43)0 1974年 11月には，新社屋建設の
ために倍額増資し， 1，000万円の資本金となった。翌 1975年1月には，前年3月に加入していた
八戸総合卸センターの八戸総合卸団地に竣工した新社屋に移転している。新社屋はアイボリーを
基調としたもので，全フロアーにはブルー地にページ、ユのストライブの械訟が張り巡らされた明
るい空間であったという刷。 1975年5月にはメルコム 88を導入したが，コンビュータ導入を
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契機に. iJf，務を縦割りにしてセールス・グループごとの光掛金1~:~mを実施し(必同年 12 月には
osシステムへ移行した(.1())。さらに矧 1976:ip・ 3 1'1の日 tj~~ ~こブランド・マネージャー制を導入し
て一定の効果をあげたという (47)。その後も，営業活動を支援するための独自のプログラムの開
発に努めた(制。
1982 :'1: 9月には，後述する県内3:)1:協業による合併に先だって，株式の交換比率を対等にす
るための制整を目的に，利説準備金 130万円を資本に組み入れるかたちで増資し. 1.130万円の
資本金としている。
④ 青森花王販売への統合
花~F.石献販売部では. '11)'森LId-内の3つの版社について，滞政H守代からの津軽と南部の感情的対
立Tmを考慮すると.1972年9月凶までを日処に.1百lじ津軽地|乏のlJ:森・弘前の2販社を合併して，
しばらくは2版社体制で、進行させるi'lIhiで、あった WJl。
しかし実際には.青森・弘前2版社の合f:jf:は実現せず. 1977 ~頃から八戸花王も含めた 3
社の協業化のための話し合いと準1ilが始められた。 1982年9月には. 3杜の合併に際して，株
式の交換比率を対等にするための調控を I~II切に. l'J'森花王では 190万円を，八戸花王は利益準備
金を資本金に組み入れて 130万円を，それぞれ明白した。これにより，背森花王の新資本金は1.140
万円，八戸花王のそれは1.130万I1:Jとなった。
同年1月.官森花王製品販売を存続会全1:として，新会社の7!j-森花王販売株式会社が発足した。
資本金は，ちょうと手前身3社の資本金合ilーの3.270万円であり 従業員数は84名となった。社
長には， 15:森花王の社長であった熊谷秀雄 m附:長に八戸花王の下斗米雄五郎と弘前花王の黒部
儀平が就いた。本社はl!]';森市の問屋j1fJに青森営業所とともに置かれ，弘前と八戸の両旧販社は，
それぞれ弘前営業所，八戸営業所として再スタートした刷。
(2)秋田県の花王販社
① 県内での販社設立への動き
秋田県では，当初，県内花王製品売上向の大多数を占める有力代理屈の富士商会(秋田市築地
北j1rj'9 )がなかなか腰を上げないこともあって.秋出Vr~を Vitlと・県央・県南に分けた 3 分の構想、
が1Riかれるようになった。県南では. ~1;rj:Mj会の~;\:約五日も多く，動き出すにはいたらなかったが，
県北で、は. jf!長g占11:1文堂(大自nrlr字長u)のような有力代政府もあり，同社を中心とした販社設立
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の動きもみられた (5])。
しかしこうした動きに刺激されて富士商会も設立の方向に動き出し，同社が中心となって県
内統一販社を設立する方向へと進むこととなった。一方 活発となった県北販社設立の榔惣も具
体化しつつあったが，県北の卸庖3杜の会談に招かれて説明を受けた花王石献側の判断により.
設立が見合わされることとなった。
② 秋田花王製品販売の設立と経営状況
県内統一販社については，昭文堂のほか，乳安商事(秋田郡比内町扇田)や三国本J苫(能代市山iI汀)
なども含めた設立を花王石鹸側が勧めた。しかしこれは実現せず，結局. 1968 "1: 8月. 'l:rJ: 
商会とその傘下特約庖の賛同者を中心に秋田花王製品販売株式会社が設立されるにいたった。資
本金は500万円で，会長には官士商会の鈴木節夫.社長には同商会の高橋平六が就いた。
秋田花王では， 上述のような設立の司事王手刊'1附|
和することや'県内の一本化体制の充実のために未参加卸屈の再勧誘を求めることが当初の課題
であった (52)。
同社の設立翌年からその翌年頃の経営状況をみると，表-2に示されるように.10名の人民で
あり，ファミリーストアは 85庖と少なかった。実質. Ji1.独版社であったこともその一因であろ
う。しかしながら，平均月商は2.029万4千円であり.東北地域の版社のなかで最大の実純であり，
この地域で唯一.前述の分類でヰ1規模販杜としての実舶を誇れる販杜であった。しかし直販比
率は 13%と低く.多くを代行庖たる官士商会の販路のほか，図-1の④，⑤.⑥などの特約屈
などの販路に依存している状況であった。この当時の大型小売屈の大部分が代行屈の手1:"にあっ
たので，その販社への移行は当事者にとって大きな課題であった(問。また過疎地域への配荷の
合理性から販社直販の合理性が問われるという4J[.'1古川 すなわち代行庖やその他の経路の方が
合理的であるという面もあった。
こうしたことから.秋田花王が県全域をカバーすることは難しく，図-1の②，⑦，③，⑬な
どの販社以外の販路による月商も 197万円ほどあった。また，秋田花王による販売経路の花王製
品l人当り月額消費高は 17円13銭であり，前述の弘前花王に次いで、低い値であり，花王製品の
浸透を急がなければならない地域であったといえよう。
秋田花王では， 1972年 1月には他の旧花王石鹸代理屈と秋田花王の特約卸届6社の8名も株
主に加わり 27名の株主となった。また，同年10月には秋田卸センター内に新築された社屋に移
転した。
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③ 経営情報システムと資本の充実
秋田花王では. 1974年10月にはコンビュータ・三菱メルコム 88を導入し，経営管理の合理
化をはかった。翌 1976年2月には花王石鹸本社とのos化を実現している。 1981年には，三菱
メルコム 88から三菱メルコム 38への切り替えを行っている O
資本国では. 1975年6月の 720万円.1976年2月に 960万円. 1977年5月に1.200万円，
1978年6月に1.500万円. 1979年6月に 1.800万円. 1980年6月に2.000万円へと，毎年，増資
を行って資本の充実をはかっている。
(3)岩手県の花王販社
① 藤野屋花王製品販売の設立と県内統一販社への動き
岩手県では， まず1967年10月に盛岡市の花王石鹸の代理j苫の藤野屋(岡市材木町)の全額出
資によって，資本金300万円の藤野屋花王製品販売株式会社が設立され，藤野屋の野村収が社長
に就いて，営:業を開始した (5)。
一方. 19681.三6月には.同じ盛|治j市の花王石|検代理j苫の1i員長本!苫(岡市肴町2丁目)の社長
のH乎びかけで，雌岡市内の藤野屋. JI:留本庖(同市三戸1汀).木金商庖(岡市殻町303)の3代
理出のほか，浅野金治商};¥j(花巻市城内 51).鈴木JT!'商庖(北上市黒沢尻Irn.千葉直商庖(水
沢市横IrT38).佐万l樹脂(ー |刻Tlr大18"98). 日野屋本!苫(千J.ii町字問 143)など全部で9つの代
理)苫の代表者が参加して花王版社設立のための協議の場がもたれた。この協議には，花王石鹸本
社の豊田述治常務も出席し，その後も，協議が重ねられた。
その結果.r岩手県全域を販売地域とする販社を設ける」ことで意見の一致をみた。そこで設
立発起人会を設けて，社名は岩手花王販売株式会社とすること.設立後には発起人の関係する代
理由の1民合先の特約屈に株式を譲渡して参加を要請すること，などが基本構想としてまとまられ
た。ところが，前述の藤野屋が，すで刈こ藤野屋花王を設立して営業を開始していることを理由に，
同年8月に発起人会を脱会することとなった。
② 岩手花王販売の設立と2販社の経営状況
そうした動きにかかわらず. 1968年 11月，岩手花王販売株式会社は資本金500万円をもって
設立された。設立の基本構想の通り 特約応への参加の1手び、かけの結果 呼びかけた全ての特約
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屈が参加し，株主総数は，熊長本屈を筆頭に30名にもなった。社長には井留商屈の井上恵介が
就任し，翌年2月から営業を開始した。
岩手県に併存した2つの販社の経営状況についてみておくと，まず藤野屋花王は，表-2に示
されるように， 4名の人員でファミリーストアも 137庖だけであった。平均月商も 978万7千F'J
程度であり，前述の室蘭花王や青森県の3販社とほぼ同一の規模であった。直販比率は38%と
低く， 55%を設立主体の代行庖である藤野屋の販路に依拠し，残る 7%をそれ以外の販路に依存
していた。花王製品 l人当り月額消費高は 18円93銭であり，これも青森花王や弘前花王および
秋田花王と同様に，低い水準にあったといえる。
一方，岩手花王は，同表に示されるように， 14名の人員でファミリーストアは291Jisあった。
平均月商は， 1，796万円で北東北の青森・秋田・岩手の版社のなかでは秋田花王に次ぐ尖航であっ
たが，前述の分知では小規模販社の範略を出るにはいたっていない。その販路をみると，直販比
率は藤野屋花王よりも低い 18%であり， 78%を設立に参加した代理由たる代行自の版路に依拠
していた。これは，設立に参加した代理屈が多数であったことと，それら代理屈がさほど販売統
路を販社に供出しなかったことによると思われるが，それと同時に，販売地域が広範防|に及んで、
いたため，既存続附を活用することに合理性があったことによると考えられよう。花王製品 l人
当り月額消氏自は 18円95銭と藤野屋花王と同様の低い水準で、あった。これをみると，岩手県も
秋田県と問様に，花王製品の浸透をはからなければならない地域であったと思われる。
③ 岩手花王への統合
この2つの版社の拠点が同じ盛岡市内にあって，競合による弊容を憂慮していた花王行|制限
売部でも，当初は 1971年9月頃，その後は 1972年3月頃までを目処に合併させる構想を叩iいて
いた(日)。結局，その想定時期を越えた 1972年4月，岩手花王が藤野屋花王を吸収合DI:し，従業
員も岩手花王に移籍させた (57)。このとき， 200万円を明氏して新資本金は 700万円となったが，
増資分は藤野屋に制り当てた。
④ 資本と経営情報システムの充実
合併後の岩手花王では， 1973年10月に，紫波郡矢IJJir流通センターに竣工した新社屋に移転
し，これを機に，同年 12月に倍額増資と 200万円の花王石鹸の割当増資により，新資本金を 1，600
万円とした。岩手花王の設立に際しては，前述のように，花王石鹸本社の豊田常務などが協議に
JIわっていたが， この段階で花王石鹸本社の資本が入ったことになる。その後，岩手花王では，
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1978年12月に 2，000万円へ， 1980年1月四)には3，000万円へと増資している。
Ii述の 1973:Wの移転・後わず、か5年にして社屋が手狭となった失敗にかんがみて，岩手花王で
は.花王石献本社物流古1の助言を得ながら， 1979年9月より紫波軍矢巾町の流通センターに新
全1:屈の設，l"!'・建設を進めた。現 1980年2月に同センターは竣工し，同年4月に移転して営業を
丙スター卜させた (59)。
(4 )宮城県の花王販杜
① 辻本花王製品販売から仙台花王製品販売ヘ
宮城県の仙台市では， 1968年3月に.花王石鹸代理五!?の辻本商庖(岡市元寺小路6)の全額
出資により.資本金500万円の辻本花王製品販売株式会社が設立された (ω)。社長には，辻本幸
平が就任した。同社は辻本R初古内に岡田-し， 2名の従業貝で営業を開始し配送・販売の一部は
辻本商庖へ委託していたというから.営業の実態としては，辻本商庖の花王事業部とさほど変わ
らないものであったといえよう。それでも，月前1.500万円規模であったから，前述の東北地域
の版社平均月向の約1.384万6千円と比べても，少しそれを上回る実績であった。
同社では， 1969 ::fl~ 3月， i{ri号を変更して.仙台花王製品販売株式会社となった。その翌月，
仙台花王は，辻本商庖が仙台市内の元寺小路から多1町へ移転したのにともない，移転した。同年
同月.古川市の柳川商j苫(同市八日町)も資本参加している (6110
②柳沼花王製品販売から宮一花王製品販売へ
一方. :r.ÆI~釜市では，辻本花王の設立よりも少し早い 1968 年 l 月に.花王石鹸代理屈の柳沼商
)苫(岡市南IUT2 -25)の全額出資により.資本金200万円の初1沼花王製品販売株式会社が設立
され，相1沼羽が社長に就いた{似)。材1沼花王は，同年2月より営業を開始したが，初1沼商庖と同
居し，従業貝も柳沼商庖と兼務であったから，上述の辻本花王の設立当初と同械に，初1I沼商庖の
花王事業部のような営業実態であったろう。月尚は， 600万円ほどであったとされている。
相l沼花王も.辻本花王の商号変更の翌月の 1969年4月に.官一花王製品販売株式会社へと商
号を変更した。このとき，特約J苫6庖の資本参加を得て， 300万円を増資して，新資本金が500
万円となった。
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③ 青葉花王製品販売
1968年12月には，仙台市の花王石鹸の代理屈の大須賀商庖(岡市荒町42)と同じく代理府
の飯田信七商庖(岡市東一番町93)が中心となって，特約庖20社が資本参加して，資本金500
万円の青葉花王製品販売株式会社が設立された。大須賀商庖の出資比率は53%であり，飯田信
七商庖のそれは 17%とされている。社長には，大須賀三郎が就いた。年が明けた翌年， 1月から.
日本紙パルフ。所有の仙台市小田原長丁通2-3の建物を借用し.5名の従業員で営業を開始した。
当初の売上は，辻本花王と同様の1.500万円の月商であったとされている。
④ 宮城花王製品販売への統合と経営状況
1970年4月，仙台花王，宮一花王および青葉花王の3社が合併し 新たに宮城花王製品販光
株式会社が設立され，翌月より青葉花王の借用地で営業を開始した。これと同時にiIIi身3ネ1:は
解散した。新会社の資本金は1.500万円で¥39の代理庖・特約庖が株主となった。参加代行応数
は45庖とされている刷。
会長には大須賀←:n日.同社長に辻本喜太郎が就いた。借用地のWI'り入れ期限が同年 12月まで
とされていたため.翌月には仙台市6丁目字箱堤39-1に土地を取得して，翌 1971年12月に
竣工した新社屋に移転した。
宮城花王の営業状況をみると，表-2に示されるように. 18 ~Iの人員で 300 のファミリース
トア庖を持っていた。平均月商は3.526万6千円であり，東北地方の版社のなかでは故大の光上.
であった。販酪をみると，直販比率は 30%であり，残る 70%を代行自に依存していた。これに
ついては，前述の合併時の代行庖数の多さと.前述の岩手花王と同様，物流の範囲が広範聞に及
ぶため既存経路を前j目した方が合理的であるというー而が|羽係していると思われる。
花王製品 l人当り月額消費高をみると 19円86銭であり，東北地方全体の平均よりも低い値と
なっている。花王製品のよりいっそうの浸透が求められる市場であったといえよう。このため，
1978年4月には佐沼駐在所. 1981年5月には気仙沼駐在所をそれぞれ開設した。その後，気仙
沼駐在所について代行自の郷古紙庖から岩手花王へ申し入れがあり.これについて宮城，岩手両
花王販社で協議のうえ，花王グループとして気仙沼駐在所の閉鎖が得策と判断され.同駐在所は
1982年3月に閉鎖された。これに代わって，同年4月には石巻駐在所が開設されている。
経営情報システムの面では. 1973年8月には三菱のメルコム 88を導入したが(臼¥売上拡大
にともない処理能力が限界に達し.1982年2月には新機種の三菱メルコム 38に切り替えている。
さらに.1984年2月には，事務量軽減を目的に.NECのPOTを導入している。
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なお 1978年5月には，厨IrJ・7丁目の木田建業所有地と隣接地を前年7月に取得して建設した
新社)~iが完成し，同年 6 月 12 日に発生した宮城沖地震の後の同月 24 日に移転した。新社屋の倉
JIlIは301坪のスペースで，パレット 694枚， 4万2千梱を収納できるほか，薬粧品保管庫も備え
たものであった刷。また 1980年4月には，物流部門を別会社にすることとし，向島運送が1，000
万円，宮城花王が100万円を出資して資本金1.100万円の宮城物流を設立している。
(5)山形県の花王販社
① 本間花王製品販売から山形圧内花王製品販売へ
山形県では，まず1968年l月に，酒田市の花王石鹸代理府の本間卯吉商庖(岡市幸町1-12 
-28)の花王事業部を分雌して，本間花王製品販売株式会社が設立された(66)。本間卯吉商庖の
150万円と花王石鹸の50万円によって資本金は200万円であり，社長には本間卯吉が就任した。
本間商庖に同居し従業員 2~，で、同年 2 月より営業を開始し，当初の月商は 500 万円であったと
されている。
翌年の 1969 年 5 月には，世:，I~llIiJ TI1の花王石献代理庖の三河屋imJi~~ (岡市上肴町)が本間花王に
資本参加することとなった。その出資額100万円によって新資本金300万円となり，商号も山形
庄内花王製品販売株式会社へと変更した。
ちなみに，この当時，版社数が128と変わらないにもかかわらず，その内容が変化して大型化
している動向について，①従来の版社同士が合併して地域版社として発展したケース，②従来単
独版社であったものが協業化することによって発展したケース，③新規に誕生したケースに分け
てみており，この本開花王から山形庄内花王への展開は②の典型事例として，花王石鹸の販社向
け広報誌で紹介されている (67)。
ところで，商号変更後の山形庄内花王の営業状況をみると，表-2に示されるように，前述の
岩手県の藤野屋花王と同数の4名の少数人員で，藤野屋花王の倍以上の280のファミリーストア
を持っていた。しかし平均月商は768万9千円であり，設立当初よりも1.5倍以上の伸びがあっ
たものの，同時期の藤野屋花王の実鮪よりも 200万円ほど少ない。販路をみると，直販比率と代
行比惑がちょうど半々の50%であった。花王製品1人当り月額消費高をみると， 22円29銭であ
り.東北地域全体の平均よりも少し高い値となっている。
山形庄内花王では， 1970年6月の特約応3J古が資本参加したが，その際，花王石鹸の持株を
B袋波している。その翌年の 1972if 5月から花王石鹸版光世1$の秋山桂ーが監査役に就いている。
1973 年 6 月には，山形庄内花王は閥旧市大iJ~2丁目の花王石敵酒旧工場敷地内に移転して
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いる。経営管理面では.1976年4月にコンピュータを導入して，業務効率の向上をはかつている。
② 山形中央花王製品販売
一方，本間花王の営業開始半年後の 1968年8月に，山形市の花王石鹸代理屈の横IlfHJ8(1日l
市七日町463)と，同じく代理庖の秋山彦太郎商庖(岡市六日町730)のそれぞれの花王事業部
を分離させて，山形中央花王製品販売株式会社が設立された。横田・秋山両商庖グループの全額
出資により.500万円をもって設立され，会長には秋山彦太郎，社長には横田隆一郎が就いた。
勧業銀行山形支脂の所有地である岡市十日町3丁目に拠点を置いて，設立と同じ月に7名の従業
員で営業を開始した。当初の月商は. 1.500 万円であったとされるから，本間花王の i没).，:，'~1'Jの
それのほぼ3倍の実績であったことになる。
1969年12月は，特約庖 16庖が山形中央花王に資本参加するが，その際，横田・秋山岡山グルー
プから株式が譲渡されている。
その頃の山形中央花王の営業状況をみると，表-2に示されるように. 10名の人員で，ファ
ミリーストアは 101J苫と少なかった。しかし平均月商は1.720万2千円であり，同時JUの山形
庄内花王の倍以上の実組であり， また設立当初よりも少しの例lびがあったことになる。 I Li JI~庄内
花王との聞きは，同表にも示される対象人口すなわち市場の大きさの違いであろう。販路をみる
と，直販比率が32%であり.64%という多くを代行山すなわち横田・秋山両商庖に依拠しており，
残る 4%を特約屈などに依存していた。花王製品 l人当り月額消目高をみると.19円48銭であり，
東北地方全体の平均よりも少し低い値となっている。
1970年1月に，山形中央:花王は，山形市あこや町2TI]に移転しているが.1974年10月には，
さらに岡市大字背問370に移転している。その2ヶ)J後. iJl形中央花王では倍額増資し. さらに
花王石鹸本社の 100万円の資本参加を得て，新資本金は1，100万円となった。その半年liJの1974
年6月に，前述の秋山桂ーが山形中央花王の監査役に就いているが(槌 1年後には同じ花王石
鹸販売部の飯塚進に交替している。経営管理面では.1975年1月にコンピュータを導入している。
③ 山形花王製品販売への統合
花王石鹸販売部では. 1971年3月頃までは. iJ IJI~の 2 版社体制を維持するという方針であっ
たが (69) 1976年6月頃から，両販杜の協業化について具体的な打合せに入った。早くも同年 10
)jには，両社合併に向けて，山形庄内花王を解散し同年 1月には存続会社の山形中央花王製
il'J!服売株式会社の商号を山形花王製品販売株式会社に変克し，統合を実現した。新会社の資本金
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は1.760万円で¥会長と社長は山形中央花王設立当初と同じであったが，代表取締役副社長が置
かれてIla庄内花王の本間卯吉が就いた。また，花王石鹸から五十嵐安弘が常務取締役として派
泊された。組織休制としては.木1古. 11形営業所のほか，庄内営業所が置かれた。
ちなみに，同年 1月1日に，合併祝賀会が聞かれる予定であったが 10月29日夕方に発生
した淵回大火のため 1ヶ月延期されることとなった。販社の得意先関係では，デパート 1庖，スー
ノfー 3応.代行!古3庖，ファミリーストア 10庖が全焼し花王石鹸従業員の住宅と従業員の親
u!Z 12械が焼失したという (70)。
山形花王では，翌 19771f三4月に 1.240万円を増資し新資本金を 3.000万円とした。これは.
山形市流通センター内の新社j主に入るためであったが，同所への移転は同年 10月に実現した。
ちなみに，新中1:犀の合JIl1は近代的な荷役機器を備え，寒冷地ということで水はけに配慮した設計
が施された (71)。さらに.1980 ~Iô 6月には.庄内営業所を酒田市卸町の卸団地に入居させるため，
1.000万Plを1("111:し.4.000万円の資本金とした。 2ヶ月後の同年8月，庄内営業所は却団地内の
新しい建物に移転している。さらに.1985年5月には. ILIJI~営業所と庄内営業所をそれぞれ山
形支庖と庄内支屈に改称している，同年7月には南|場営業所を.同年 10月には新庄営業所をそ
れぞれ設けて，営業の拡充をはかった。
(6)福島県の花王販社
① 芳賀花王製品販売から会津花王製品販売ヘ
布'il斗県では，まず1968年3月に，会津若松市の芳賀新古閥Ji5(岡市七日町2-41)が中心となり，
芳賀新古ほか 11名の出資により，資本金200万円の芳賀花王製品販売株式会社が設立された(72)。
同社の社長には芳賀新古が就き，芳賀新吉凶府内に同居して営業を開始したが.設立8ヶ月後の
同年 1月には (73) 会津花王製品株式会社へと商号を変更した。このとき，会津地区の花王製品
取扱席6応が資本参加し芳賀新古rより株式が譲渡されている。 1970年10月には，同居してい
た芳賀花王の所在地からmmれて.会津若松市沌沢2-36の1ti山運送跡地に移転した。
その頃の会津花王の営業状況をみると，去一 2に示されるように. 7~，の人員で. 187のファ
ミリーストアをもっており，平均月陶は1.108万l千円であった。版路をみると，直販比率が
42%であり，残る 58%を芳賀商j古の既存続路に依存していた。花王製品 l人当り月額消費高を
みると， 29円87銭であり，同表に示される術品県全体の平均の 28円58銭よりも高い値となっ
ている。
その後.会津花王では. 1975年6月に花王石般の飯塚進を監査役に迎えていたが，同年 12月
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には花王石鹸の資本参加により新資本金は350万円となった。また 1978年2月には，会津若松
市北町大字荒久田字宮下 152に竣工した新社屋に移転している O
② 高喜花王製品販売から福島花王製品販売ヘ
福島市では，芳賀花王設立の翌月の 1968年4月に.高喜商庖(岡市柳町 1-21)の全額出資
により，高喜花王製品販売株式会社が設立された。資本金は 300万円で，社長には尚喜尚自のl-i
野喜七が就き，高喜商庖内に同居して営業を開始した。
設立翌年からその翌年頃の高喜花王の営業状況をみると，表-2に示されるように， 5名の人
員で， 212のファミリーストアをもっており，平均月商は 1，036万9千円であった。後述する 2
販杜も含めて同時期の福島県の4販社のなかで最も低い実純であった。ただし販路をみると， il'( 
販比率が58%であり.これは4販社のなかで最も高い比率であり，残る 42%は.代行自たるl-li
喜商店の経路ではなく，それ以外の販売経路に依存していた。これは，地理的な販路の広がりの
なかで合理的に選択された方法であったと思われる。花王製品 l人当り月額消費高をみると， 25 
円41銭であり，同去に示される福島県全体の平均の28円58銭よりも低い値となっている。
1971年3月，高:出花王は，福島県の花王製品取扱応の資本参加により.福島花王製品販光株
式会社に商号を変更し 200万円の増資により新資本金は500万円となった。そして 1973il~ 6 
月には，それまで、の尚喜商l古から離れて，福島市住1町・ 18-1に移転した。
③ いわき花王製品販売
いわき市では，前述の市喜花王設立の翌月の 1968年5月に，大一員{jl'fi応(平市2丁目:いわ
き市平)と鈴木荘介商庖(岡市2丁目:いわき市平) (71)の半制ずつのIB'ft tこより，資本金500
万円のいわき花王製品販売株式会社が設立され 社長には大ー屋jl'rWiのfl~本善一郎が就いた。い
わき市平童子町の大ー屋商自の所有地を借用して， 5名の従業員で?;?業を開始し，当初の売上高
は月商で2，500万円であったとされている。
設立5ヶ月後の同年 10月には，いわき地区の花王製品取扱長IJ}Jli12 }J¥iが参加することとなり，
売上比率に応じて，設立時株主であった大ー屋商庖と鈴木荘介商山より譲渡することとなり，同
商庖の各持株比率はそれぞれ30%となった。
設立翌年からその翌年頃のいわき花王の経営状況をみると，表ー 2に示されるように， 6名の
人員で， 180のファミリーストアをもっており，平均月商は1，835万6千円であった。この売上
高は，この時点の福島県内4販社のなかでは最も高い実績であり.東北地域全体でみても，前述
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の秋田花王に次ぐ第2位の実績であった。ただし販路をみると，直販比率が21%であり，これ
は福島県内の4版社のなかで最も低い比率であった。 58%を代行庖経路に依存し，残る 21%を
代行自以外の経路に依存していた。これは，多くの卸屈が参加しながら，みずからの既得権維持
のためになI~I的に販路を版社に供出しなかったとも推測されるが 前述のようにその一方で地理
的な販路の広がりのなかで版社自身として合理的に選択した方法であったとも思われる。
花王製品 l人当り月額消費高をみると， 34円18銭であり，これは，この時点の東北地域のな
かでは最も向い備であり，また北海道地域を含めてみても，札幌花王の担当エリアに次いで花王
製品の没透度が向い地域で、あったことがわかる。
その後，いわき花王では 1972年3月に 300万円を増資して新資本金を 800万円とした。さら
に1975年7月には，花王石鹸の資本参加により，新資本金は900万円となった。 1980年8月には，
ケース・フロー・ラックや楽粧保管庫を備えた近代的倉庫をもっ新社屋へと移転した。
④ 郡山花王製品販売
いわき花王設立2ヶ月後の 1968年7月 桐屋商府(三春町仲町4)ほか7つの卸庖の資本参
加により，資本金500万円をもって郡山花王製品販売株式会社が設立された。社長に就いた桐屋
商脂の橋本捨五郎はじめ，同商j古から 4~1が出向し，言'-8 名の人員で，郡山駅前に拠点を置いて
同年8月より営業を開始した。設立時の役員をみると，海老屋間j苫(所在地不明)の横田文介が
代表取締役に就き，また前述の会津花王の芳賀新吉が取締役に加わり，三代川商庖(郡山市柳町)
の三代川又五郎が監査役となっている。 1970年1月には，郡山市桜木町1-10 -21に移転し
ている。
その頃の郡山花王の経営状況をみると，表-2に示されるように， 10名の人員で， 234のファ
ミリーストアをもっており，平均月商は 1，699万2千円であった。販路をみると，直販比率が
24%と低く，多くは47%を占めた代行庖すなわち版社設立参加卸屈の既存経路に依存し，残る
29%をそれ以外の販路に依存していた。
花王製品 1人当り月額消費高をみると， 25円32銭であり，これは この時点の福島県内の4
版社のなかでは最も低い値であった。
1971年7月には，郡山地区の花王製品取扱卸Jis8府が，郡山花王に資本参加し， 100万円の増
資によって，新資本金は600万円となった。これによって，福島県の4つの販社による，県内4
地域版社体制がいちおう整えられたというのが当時の花王石般による評価であった。
1975年2月には，郡山花王は，南東北卸センターに竣工した新社屋に移転した。この新社屋
建設のため前年の3月に 600万円を増資して， 1，200万円の資本金となっている。 4年後には，
46 一一経 営 論 集一一一
この社屋も手狭となり，新社屋建設のための投資額として見込まれた3億3.00万円も無理があり，
花王石鹸の流通センター (DC: Distribution Center)を借用する案で調整が進められ. 197511ミ
7月に，郡山市喜久田字菖蒲22-424に竣工した花王石鹸株式会社郡山DCへ移転した。この
新社屋の特徴は，自動倉庫内の在庫管理や入庫管理のオベレーションを，従来のカードによる方
式からマイコンを活用する新方式に切り替えたことであり，これは全国の販社のなかでも初めて
の試みであったという (75)。
なお，この間の 1975年4月には，三菱メルコムを導入して業務の効率化をはかっているの
⑤ 福島花王販売への統合
花王石蹴販売部では. 1971年3月頃までは，福山県での前述の4販社体制を維持するという
考えであったが (76) 1977年9月より，福島県の4つの版社の協業化に向けての話し合いが始め
られることとなった。同年同月，各版社では. 1臨Il~~:株主総会を聞いて，協業化についてそれぞれ
承認を得た。
1982年2月. 4版社の合併契約書の件で，各社の1.:[7.1時株主総会が聞かれ，いずれの総会でも
満場一致で承認され. 2 ヶ月後の同年 4 月への合m:~こ向けて準備が進められることとなった。 l[iJ
年3月，いわき花王では，合併の準備として，資産を他社と合わせるため300万円を噌資して.1.200 
万円の資本金としている。
1982年4月，君)I.U花王を存続会社として，従来の福島花王，会津花王および、いわき花正の機
能と資産をこれに統合しすることとし，商号を福山花王販売株式会社へと変更した。これにより
福島県の版社の一本化が実現した。
新会社の資本余は 3.600万円(77)で，郡山に本ji1と営業所を置き，従来の栴島花王，会it!花T
およびいわき花王は解倣しそれらの拠点を1?業i!Ji-とした。社長には 郡山花王の梢日l文介が就
いている (78)0 2年後の 1984年10月には，いわき市から約 100キロの距離にある原1町に出限所
を開設し個別府顕管理と直販の拡大に努めることとした(内)
(7)東北花王への統合
東北地域の統合に関しては，秋田花王の/lJ・休有力応の由こ1-商会の経営ビジョンと花王販売i'~11の
経営構想、が一致しないこともあって，なかなか難しい状況であったとされる刷。 1985年 12月，
毎月聞かれていた東北の6販社の常勤役員で構成される版社経営者懇談会で，販社経営の合JIl化
と効率化のため6販杜の合併があらためて話題となった (8])0 1986年8月には，各販社で合併の
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ためのl臨時株主総会が1~f.Jかれ，いずれにおいても合併の内容について承認を得た。
宮城花王.を存続会社とする内容の栄であり，このため同社は東北花王販売株式会社に商号を変
児することとした。また宮城花王では.資本金を他販社の資産と合わせるため，売上・純資産を
加|床して.2.550万円を増資して，新資本金4.050万円とした。山形花王では，逆に，前述の資
本金4.000万円から1.850万円を減資して. 2.150万円としている。そして. 1986年 10月，東北
6版社， 12事業所を合併して，資本金l億 8.100万円の東北花王販売株式会社が発足した。
従米の6版社の会長・社長は新会社の代表権をもっ名誉会長，会長あるいは副会長となり，新
会社の社長には花王株式会社 (82)の東北地区支庖長である山田重夫が就いた (83)。本社は，従来
の官城花王のあった仙台市扇UD'7丁目 2-8に花王株式会社東北支屈と同居するかたちで置か
れ，従来の各版社の本山を支!日;として';.~~~業活動を Iヰスタートさせたのである。
おわりに
最後に，本fi':jの検討によって明らかにされたことや確認されたことを整理しておえことにした
し、。
まず第lに. 1969 -70年H寺点での北海道と東北岡地方の版社活動の全国のなかでの位置づけ
についてみると，人員では北海道が5.8%.東北が7.2%で，阿地方をあわせると 13%のウェイ
トであった。両地方の人民合計を配世別にみると.11%-13%であった。同時期のファミリー-
ストア山数の対全国比をみると，北糊道地方が5.2%.東北地方5%であり，合わせてlO.1%であっ
た。売ヒ規模も，北海道地方が全国の4.89%.東北地方が6目69%であったから，両地方合計では
11.58%であった。したがって，人目，ファミリー・ストア脂数，売上げでみる限り，おおむね
10 -13%の地域であったといえよう。
第2に. 1百JII~;JlJJの売上額を岡地方の版社売上平均値でみると，花王石鹸販売部が算出した地方
版社の平均値と比べると，北海道地方の平均値はそれを上回っているが，東北地方では下回って
いることがわかった。また直販比率をみると，いずれの地域も全国平均よりも低かった。また，
花王製，'，~'， 1人当り月額消費出をみても，いずれの地域も全国平均よりも低い他であった。したがっ
て，同地域とも，販社の販売経路の通fl:を太くするとともに，花王製11の浸透度を高めることが
急がれた地地であったといえる。
第3に，北海道地域の販社の設立と統合の過程をみると. 1974年3月設立の l社を除いて，
196811: 2月から 6月の4ヶ月 IJに7つの版社が集"1"1拘に設立された。これら 8杜のうち. 1975 
1".5月までに!日J述の 1974il~ 3月に遅れて設立された版社も合めて6版社が統合し. 1977年4月
には lネ1:がその統合会社に合併され. 1982年1月には残る 1:tJ:も統合されて全北海道の統合販
48 
??
?
? ??
社が誕生することとなった。北海道では，多くの販杜が花王石鹸有力代理庖を中心に周辺卸!苫の
協業によって設立されたが，他方で，そうした有力代理屈は，花王販社とは別の問屋の協業と述
携の動きにも関係しており，卸庖の協業化も進展した。販社設立母体自身の関係の有無にかかわ
らず，そうした問屋の広域連携の進展も，北海道地域内の販杜の統合を促す大きな要悶となった
とみられる O
第4に，東北地域では.1967年10月から翌1968年1月までの l年余りの聞に，秋田県でl社，
岩手県で2社，青森県，宮城県，山形県，福島県で各3杜，合計15の販社が設立された。 15tl:
のうち，会津若松市の芳賀花王も含めると. 7社がlつの有力代理屈の全額出資による単独版社
として設立され，その他の8杜のうち 7杜は地域の卸脂の協業によって設立されたが.i閏旧11"の
本間花王のように当初から有力代理庖と花王石鹸の出資によって設立されたものもあった。
7つの単独販社のなかには，秋田花王や藤野屋花王のように，当初において周辺住1脂との|刻係
が良好ならざる事例もあったが.他の単独版社と同様に，次第に，周辺卸屈が資本と経営に参加
することとなり，その際，商号の変更をともなうことが多かった。協業販杜も含めて. 19701，1'-
4月には宮城県.1972年4月には岩手県.1976年1月には山形県で全県 l販杜へと統合され，
当初から全県l版社であった秋田県を除き，福島県でも 1982年4月に，青森県でも同年 1月に
それぞれ全県 l版社が誕生した。ちなみに背森県の統合会社の設立は，北海道花王の設立とl1'iJI寺
期である。そして，さらにその4年後の1986年10月に，東北地域全体をカバーする東北花王へ
と統合された。
第5に，設立当初の資本金であるが，札幌花王の約 1.306万円と小樽花王の580万円を除くと，
残る 20杜では.200万円が3社.300万円が8社.500万円が9杜で、あった。
第6に，北海道・東北両地域のいずれの統合の過程でも.資本金規模の増大と花王石鹸本社か
らの資本と人民の導入，社屋・倉庫の新設，コンビュータの導入ゃos化および物流システムの
合理化と近代化をともなった。また比較的早く統合が実現した北海道花王で、は，統合会社役立後
に，統合の前身会社を拠点とする営業所や新設営業拠点の拡充を急いだ。
このように，北海道・東北地域でも，他地域の検証で明らかにされたことと同様の傾向もみら
れたが，他方において，北海道や秋田・岩手のように，地元の年IlJ苫の動向に影響された特徴的な
設立と統合の動きもあったことに注意しておきたい。
[注】
(1)花王の各地域の販社の設立と統合過程に|刻するこれまでの小論としては，佐々木聡「花王初期販全l・の設j'dJ税
と経営状況J(明治大学経営学研究所『経営論集J第55巻筋2・3号， 2008年3月)，同「京阪神・近倣地域
での花王販社の設立と統合の過程J(同誌，第56巻第1・2合1Jj:-)'J-， 2009年l月)，同「中国・四国・九州地
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域での花王版社の設立と統合の過程j(同誌，同号)，同「中部地域での花王販社の設立と統合の過程j(同誌，
~'i 56巻3・4合併号， 2009年3月九同「関東・甲信越地域での花王販社の設立と統合の過程j(同誌，第57
巻第 4J/~- ， 2010年3月)などがある。
{ど}詳細1は，財団法人日本経営史研究所・花王株式会社社史編纂室編『花王史l∞年 (1890~ 1990年)J (1993年，
花王株式会社)379 ~ 385頁を参照されたい。
(山花王石鹸株式会社販売部 n仮社体illJ整備3ヶ年計画j(1970年9月20日)。
(，(1花王石l験株式会社販売音1n仮全1:休illJ整備5ヶ年計画j(1971年3月31日)。
(日)花]二石自負の再販売価格維持iIiリ皮の導入については，佐々木聡『日本的流通の経営史Jl (有斐閣， 2007年)324 
~ 332只.を参!!日されたい。
((j)花王石|検株式会社販売部『全図版社経営分析レポートj(1970年7月30日) 3~4 頁。
( 71問符， 17頁。
(肘Ii'J性， 2頁。
(9)前掲「京阪神・近畿地域での花王版社の設J!.と統合の過程j，前掲「中国・四国・九州地域での花王販社の設
:!Lと統合の過程j，日j1J;lr中部地域で、の花王版社の設立と統合の過程j，前掲「関東甲信越地域での花王販社の
jst)!.と統合の過和u。
(101ここでの札幌花王，小樽花王および北海道中火花王に|刻する叙述は，特に断りのない限り.北海道花王販売
株式会社30，，/:の歩み編集窓「北海道花王!波光株式会社 写只で綴る 30ifの歩みJ(北海道花王販売株式会社，
2000 i[二71')， r北泌道花ミEl似光株式会中t1版社の渉みJ(1977 ilo 7月1日作成)， r北海道花王販売株式会社
版社主袋役只の1告歴j(19771'.6月30日作成)， r北海道花王年表j(作成年月不明)および『花王版社変遷図』
(作成年月不明)による。石|日間的以外で、は，両日制『北海道花王!坂光株式会社 !仮初の歩み』の札幌花王の主
嬰株主の記載から， il十全堂(開館[1地蔵18大通り.札帆市北6条3丁目)，寿Jjj(楽粧(小機市入舟町1丁目，
札悦市南2条9丁目)および、小町屋商事(小柳Tli稲f!J!.U町東7丁目)などであったと推定される。ただし，これ
もいつのII;\'・ .~Xの主要株主か特定できないので，設立|時点からの協栄卸J苫であるか否かは不明である。石田商庖，
小町屋間明白 FZ森商!苫，ヌL文， i1旧紙J苫，あ十全堂の函館の所在地および寿原楽粧の小樽の所在地は， 1960年
頃の作成とiff:.定される花王石鹸の『東部・凶持1代草I!.Jお (A級)名簿! (花王石鹸株式会社販売管理課作成)32 
~33 廷による。またあ十全堂と')j> IJ1(楽粧札幌の札帆の所在地は.ライオン油Jl旨株式会社『代理屈名簿 昭和
44 if 9月1[1 現在j1頁による。なお.疏十全堂は後述するように 1969年8月に7社合併によりダイカ株式
会社となっているので，同名簿には，その新会社の名前で記載があり，その新会社の所在地を示している。
1)他の協米:年lJ)，liは， Hi!t1Jr北海道花~E販売株式会社 i版社の渉みjの小樽花王の主要株主の記載から，小町屋商事，
本11間山(小樽市花|澗|町2TIヨ)，毛利商引.(Irililiイ上初Ilr1 )，金子|商事(所在地不明)などと推定される。た
だし，これもいつのH守点の主製株主か特定できないので，設立時点からの協業卸庖であるか否かは不明で、ある。
本nlJ尚応と毛利商事の所在地は， lij拘『東部・ j'Ii世1代理府 (A級)名簿j32頁による。
1目前掲『花王版社変巡図』によると.このl時期の小榊花王のi成大株主は出資比率36.8%の小町屋商事である。
131ここで、の北海道の在IlJ白の統合と辿携については，米山幸喜編『ダイカ創業物語.1(1989年8月)による。斎十
会堂と大~H有j古の所在地は.同 {I):46頁による。 1J11崎商事を除く他の4つの卸庖の所在地は，前掲『東部・西
部代理応 (A級)名簿j33頁による。
(111.本間商白と村山1加古のダイカへの統合年について，前掲:ダイカ創業物語J45頁では，昭和45(1970)年と
記載されているが，ここでは.阿世 70~ 72頁の年表によった。本間商庖の所在地は，前掲 f東部・西部代理
応 (A級)名簿j32頁による。なお，ダイカへの7社の統合過程やファッションダイカの設立過程およびダイ
カの経営展開については，関係者への聞き取り調査やダイカの経営史料にもとづいて，あらためて検討する予
定である。
(1 5) 大丸勝~I・株式会主1: 100年史制作委只会編 WAIMARUFU]I lOU (1992年)76 ~ 77頁による。なお小町屋
ilWJf.の所在地はlitr掲向日1・商部代理府 (A級)名簿j32頁による。また丸日販売の所在地は，前掲『代理庖
名簿昭和 441，1:':9
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代理庖 (A級)名簿j33頁による。
(17)前掲『販社体制整備3ヶ年計画j20頁および前掲『販全1:体制整備5ヶ年計画.147頁。
(18)前掲『北海道花王販売株式会社 写真で綴る 30年の歩み.1 3頁。
(19) r花王販社だより ひろば.1No.32 0974年3月)27頁。
(20)ここでの室蘭花王，銀1路花王および北見花王に関する叙述も，特に断りのない限り，前掲『北海道花王!以光株
式会社写真で綴る 30年の歩み.1.前掲『北海道花王販売株式会社 版社の歩み.1.前掲『北海道1t.JJ似光株
式会社 販社主要役員の略歴.1.前掲『北海道花王年表.J(作成年月不明)および前掲『花王版社変巡I~I.Iによる。
山口紙庖，丸文，田辺本庖の所夜地は， 1前掲『東部・問l1Il代理庖 (A級)名簿.133頁による。
(21)前掲『花王販社だより ひろば.1No.32， 26 -27頁。
(22)ここでの帯広花王と旭川花王に関する叙述も，特に断りのない限弘前掲『北海道花王販売株式会主1: :'/j'{.で
綴る 30年の歩み.1.前掲『北海道花王販売株式会社 版社の歩み.1.前掲『北海道花王販売株式会社 版社l:
要役員の略歴.J.前掲『北海道花王年表.1 (作成年月不IljJ)および前掲『花王版社変遷図Jによる。竹.I"jml，'fと
高桑商庖の所在地は，前掲『東部・西部代理由 (A級)名簿.133頁による。なお，他の1溺1健在I1li']は， 1日IH!Jr北
海道花王販売株式会社 版社の歩み』の'lif広花王の主!史!株主の記載からダイカ，粧述などと推定される。また
花王石般も株主としてIJわっている。ただし，これもいつのl時点の主要株主か特定できない。
(お)他の協業卸庖は，前掲『北海道花王販売株式会社 版社の歩み』の旭川花王の主要株主の"d己il良からダイカ.近
江石鹸(所在地不明)，クラウン商事(所在地不明)などと推定される。ただしこれもいつのlI;j点の 1，波・株
主か特定できない。
(24) r花王販社だより ひろば.1NO.28 (1973 iド7月) 5-611。
(お)1百l誌阿号， 7頁。
(田)ここでの函館花王に|刻する叙述も，特に断りのない|決り， IiI拘 r:1ヒ海道花王販売株式会社 写rtで綴る 30"1' 
の歩み.1.前掲『函館花王販売株式会全1: 版社の歩み.1 (1977年7月l日作!戊)，前掲『北海道花T.l似光株式会
全1: 版社主要役員の1告!民.1.iIj掲「北海道花T.年表.1(f午成年月不明)および前掲『花王販制.変巡1:XI.lによる。
他の協1駐在1古4t:上は， 1日J拘『函館花王l仮光株式会社 版社の:!)kみJの函館花王の主要株主の;ieil良から，鈴木版
収堂(商館市浜"町68)，中稲(所在地不IljJ)，大河(所在地不明)，菊池(所在地不明)と推定される。これら
もいつの1;¥'点の株主か判定できないので:jH(定の域を1lないが，その時点では花王石鹸も株主としてr，を述ねて
いるから， 1974 年 10 月以降のある H寺点であろう。茄f 全~:i~. ョr原wi粧阿保i支!古，函館荒物l似光および鈴木版
収堂の所在地は， TIir掲『束音1.西音I1代型1¥市 (A級)名簿.133真による。
(幻)r花王版社だより ひろば.1No.49 (1977年1H) 32頁。
(お)r花王版社だより ひろば.1NO.53 (1977 "1'. 9 JJ) 29頁。
(却)r花王版社だより ひろば.1NO.55 (1978年1)j)33頁。
(却)r花王版社だより ひろば.1NO.60 (1978年1月)33頁)。
13[) r花王販社だより ひろば.JNO.67 (1980 年1)J) 36頁。
(32) r花王販社だより ひろば.1NO.68 (1980 "1' 3 FJ) 30頁。
(お)r花王版社だより ひろば.JNO.72 (1981 "j'. 1)J) 28頁。
(34) r花王版社だより ひろば.JNO.83 (1982年1月)26珂。
(お)r花王版社だより ひろば.1NO.86 (1983年5)j)28 -29氏。
(お)r花王版社だより ひろば.JNO.98 (1985 "r5 n) 27 -281'(。
13i)ここでの背森花王，弘Iir花王，八戸花王および31'J:の合併に|刻する叙述は， ~;\に断りのない限り. rJ1-t北花ー E
25年の記録.1 (東北花王販売株式会社.1994 "1') 16 -21ft r版社ヒストリー 山♂森花~El仮光株式会社.1 (1985 
"j'.6月20日作成)， r背森花王販売株式会社 版社の歩み.1(1985 iF' 6月20EI作成)，問、!日i;{EJ:l版光株式会社
版社の歩み.1(1985 i1': 6月20日作成)， r八戸花王販売株式会社 版社の歩み.1(1985 "1: 6 J20 U作成)お
よび前掲『花王販社変巡図Jによる。寺i七 I'liEJ jl'fj!Jfの所在地は， 1浦 1};~ Dl刊I1・1
'
4';1代理I，'f(A級)名簿.127 
nによる。なお，寺長は 1868(慶応4)年に，守的長右衛門が創業したW;蕊の老自Iiである。
(総)Iij掲 n坂社体制整備i5ヶ
一一北海道・東北地域での花王販社の設立と統合の過程一一 51 
(~:l) liLWliP;-， 5氏。
(101) r:{[F.版本1:だより ひろばJNO.38 (1975 'lo 3 JJ) 32頁。
(~:，' f:{ヒIJ似全|だより ひろばJNo.40 (1975 "1" 7)j) 7民および 7花王販社だより ひろば1KO.60 (1978年 1月)
21 U。
，.)(; lIi1tl r:iヒ日坂社だより ひろばJNo.60， 24 J守。
1-¥71 r1とEl!it.lだより ひろば1No.44 (1976 "1' 3 1'J) 33真。
(.(刷出lHelr1ヒーF.版社だより ひろばJNo.60， 24 -25頁。
(.llliJltl rlli全1:休i/l1J幣制i3ヶ"1';ifliHjJ19頁および、lIil掲『販社体制整備5ヶ年計画j46頁。なお， r販社体制整備3ヶ
fド;ii"jwj 19);1では，'j'f森 .Ul、!日J両!版社の合仰l~iWJ を 1971 年 6 月頃とみている。
(同)lIiJltl r1ヒ[Wiflだより ひろば.1No. 83，26頁。
山ここでの秋川花 1.:に|則する叙述は，特にl祈りのない|浪り，前掲f東北花王25年の記録j22-24頁， r販社ヒストリー
秋川花 u阪光株式会制. (19851，ド6n 211'1 作成)および前掲『花王版社変遷図Jによる。富士商会，藤島昭
文~_::~.: I 乳安ifO'Jf.三la<j>:J，lfのiYj'街地は， lìíl必 rw: m~ . iLt:j古1代理山 (A級)名簿j26頁による。
日)rィιEJ版社だより ひろばJNo. 3 (1969"ド4JJ) 51'，[0 
(日) I Íi]'WljiJ~} ， 5 -6 10
(川口ヒ IJ版社だより ひろば.1NO.31 (19701 1・:1)j) 10日。
(日)ここでの脱出HMヒーF.と別手花一F.に附する叙述は，特に|祈りのないIUit).1日iJjtlr東北花王25年の記録.125-28 
ょ'~'. n~i1':1:ヒストリー 泊予花 U!反先株式会社.1(1985年6月28日作成)および'liJjelr花王版社変遷図』によるo
なおjiJ出tl!f"hUとF.のぷj'Liドnについて， liJjlJn版社ヒストリ- ~~:"T・1ヒTU反光株式会社J と ïìíHè'l r花王版社変逃図』
では 1967iド 1 )J となっているが.ここではlÌíl拘 n~，(北花王 25"ドの ;lG$，止J 25 1'iの"己述により. 1967年10月と
している。なお.藤野f'I凶，熊H;JドJ，¥( :J升/'1例l{木1，¥ι!
lυ1 ~!町!ザf')j脱:本 J~応1百1 の!沙所H肝r{布1:地は， lIiHめfW部・i'!i日II1tJ2H山 (A級)名簿i27-28nによる。
(日'lilJtln阪本/:体i/iIJ税制H3ヶ年計|山i.I19 t'iでは 19711ド9J1頃とし， lillJr版社イ判lJ整備5ヶ年計岡j46頁では
1972年2月頃としている。
(57)別手兆五によるil!長野脱花+のl吸収合iJIの1'.)Jについて|抑制rw:北花ニ1:25 1ミの記録.125頁では 1972年5月となっ
ているが，ここではlIiJji;jnt肘|ヒストリー 別手花王llli~'G株式会社J と!抑制『花王版社変遷図J の記述により.
19721ド4刀としている O
{制
)1980 iドの-'l.:f:f花王の3.000万円への!'?Ftfの n について lìíl払HW:北花 E25"ドの日己録~27 頁では 1980 年 10 月となっ
ているが，ここでは1刷局 n仮ネiヒストリー 別手花王版光株式会社』とuijelr花王販社変遷図』の記述により，
19以)iドl)Jとしている。
(印， r:it.F.llfi中lだより ひろばjNo.69 (1980年6)J) 26 -27 Fio 
倒的ここでの辻本花王・仙台花王，柳m花 1:・rf一花王，'i'[旋花ごEおよび宮城花王に関する叙述は，特に断りのな
い限り， 1抑制 rULIじ花王25"1ミのi己3刈 29-36 U， n阪社ヒストリー 宮城花王製品販売.1 (作成年月不明)お
よび、|抑制『花 IJIIi:tJ 変巡|京IJ による。なお辻本花王の~立fド n について lìíJ掲『東北花王 25 年の記録.1 29頁で
は196811'2 nとなっているが， ここではl抑制 n版社ヒストリー II~~ 城花王販売J と前掲「花王販社変遺図J
の記述によって 196811'3 )'J としている。なお辻本R:ØJ古と柳illiltiJiliの所在地はI抑制:東北花王 25 年の記録~ 29 
JAーによった。また柳川商l白大須賀imJjlj，飯田信七I加古の所在地は， 1日jlejr東部.j山部代理l古 (A級)名簿』
29 :riによる。
Hi!l仙台兆五へのifり-変更について， 1日I拘『花王版社変巡凶』では 1969年71Jとなっているが， jiJjtl r東北花王
2お5"年|ドtの1記1氾己3録法淵.1291'抗(によつて. 1炉阿U司lμfド3月としfたこ。 また!前ìí泊i白Jj北掲L砧~ rl!阪反悦争利社i上-ヒストリ一 1刊;司{城花 F.l1似反コ，'t;j
のi主
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(酎)ここでの本間花王・山形庄内花王，山形中央花王および山形花王に関する叙述は，特に断りのない限~. Ili1U fW: 
北花王25年の記録j37 -41頁.r販社ヒストリー 山形花王製品販売j(1985年6月25日作成)および前拘『花
王販社変遷図』による。なお本間卯吉商庖の所在地は『東北花王25年の記録j37頁によった。また械LHifHlj1i.
秋山彦太郎商庖および三河屋商庖の所在地は，前掲『東部・西宮1代理!苫 (A級)名簿j26頁による。
(67) r花王販社だより ひろばJNO.5 (1969年8月)15頁。
{槌)秋山桂ーがこの時点で山形庄内花王の監査役を兼務しているのか否かについてと，秋山桂ーの山形庄内花r:日;
査役の退任時期については不明である。
(69)前掲『販社体制整備5ヶ年計画.146頁。
(70) r花王販社だより ひろばjNo.48 0976年 1月)27頁。
(71) r花王販社だより ひろばJNo.54 0977年 1月)28頁。
(72)ここでの芳賀花王・会津花王. ~!S=S.花王・福島花王，いわき花王.郡山花王および統合会社のfi;'il:b花王に|則す
る叙述は，特に断りのない|浪り.TIII掲「東北花王25年の記録J42 -48頁. n阪社ヒストリー 机¥1:げとEl阪光
株式会社J0985年6月23日作成)および前掲『花王版社変巡図iによる。なお芳賀新吉商版とtfl月.付、h¥jの，9i'
在地は『東北花王25年の記録.J42 頁によった。また大一!量繭脂.鈴木~:E介商庇桐屋商庖の所在地は.，ìíJjI;\ rJ.U 
音1・西部代理府 (A級)名簿.J28 Uによる。なおがJjl;¥r花王版社変逃lil.Jでは，芳賀花王の設立1'.nについて
1968 年 2 月，高密花王の設立年月については同年 3 月とされているが.ここでは前掲『東北花王 25 11ミの;1~%U
42~の記述によった。
(73)前掲『花王販社変遷図Jでは，会il!花王へのifi号変更設立年月について 1968年 10月と記載されているが，こ
こでは前掲『東北花王25年の記録j43頁の記述によった。
(71)平市は，周辺地域の合1j:で196611'10月11，1に誕生したいわき市の一部のいわき市平となったので¥このjyi{l:
地名称は 1966年10月以前の所在地である。
(75) r花王版社だより ひろばJNO.70 0980年8)'J) 27頁。
(76)前掲 n耐上体ilJ整備5ヶ年計画J46頁。
(7il前掲『東北花王251fの記録147頁では1.600万円とされているが，ここではそこでの株数72.000株ということと，
前払l~花王販社変込U;gj J の記述により. 3.6∞万円としている。
(袖)r花王版社だより ひろば.JNO.80 09821ド5月)29頁。
(円)前掲『花王販制:だより ひろば.JNo.98. 28 J.'i. なお ïìíj悩『東北花王 25 年に lì~~主.J 48頁てはIJ;(lIr常業所IJfilt
とされている。
側関係者への聞き取り調査による。
(81前掲『東北花王25"1:oの記録.J36頁。以一l、.*北花王に|則するここでの叙述は，特に断りのない|浪り. liJ:il}: 16 
-81頁による。
(由)1985年10月，花王石自負株式会社は花王株式会社に全1:1:1を変更した。
(曲)東北花王株式会社の発足時の役只については. Iijtl;¥ r京北花王25年の記録J14 -15頁によるo
[付記]
本稿執筆にあたり.花王株式会社社!と制弘主の|則係者の多大なる御理HWf.と御協力をJ!易った。記して守感謝のな
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また，本稿の概要について.2010 (平成22)1ド9n 4日にj'f森大学でIJflUされた紙')3'史学会第31i'I米北ワーク
ショップで報告した。
なお，本稿は.2010 (平成22)年度独立行政法人日本学術振興会科学研究資補助金(悲盤研究 (C))W県地祢
号]21530346)による研究成果の一世I1である。
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This paper is a part of a series on the history of Kao Sales Companies. which were exclusive 
wholesale companies. This article reviews the process of establishment and integration of Kao 
sales companies in the Hokkaido and Tohoku regions (Aomori. Akita. Iwate. Miyagi. Yamagata. 
Fukushima) from 1967 to 1986. This study reveals the following main points: 
First. the number of employees in the Hokkaido and Tohoku sales companies was 11 -13 
per cent of the nationwide total and the number of retail stores (called family stores) in both 
regions was about 10 per cent of the nationwide total. The average monthly sales amount was 
also 11.58 per cent of the nationwide total. 
Second. the average monthly sales amount at the sales companies in Hokkaido region was 
above the average of other regional local sales companies and the average monthly sales 
amount of the sales companies in the Tohoku region was below the average of other regional 
local sales companies. On the other hand. the direct sales ratio in both regions was below the 
national average. Furthermore. the per capita monthly consumption amount of Kao products 
in both regions was also below the national average. Therefore. for the company. it was a 
pressing issue to understand the true nature of the market of Kao products in Hokkaido and 
Tohoku in order to raise the ratio of the direct sales amount. 
Third. except for one sales company established in March 1974. seven sales companies were 
set up from February to June in 1968. Of these eight sales companies. six sales companies 
were integrated into Hokkaido Chuo Kao Sales Company by May 1975. In June. Hokkaido Chuo 
Kao Sales Company was renamed Hokkaido Kao Sales Company and then merged with two 
other sales companies by November 1982. The combination of powerful wholesalers and the 
integration of Kao sales companies in Hokkaido had a strong influence on each other. 
Forth. one sales company in Akita Prefecture. two sales companies in Iwate Prefecture and 
three sales companies each in Aomori. Miyagi， Yamagata and Fukushima prefectures (for a 
total of 15 sales companies) were established from October 1967 to November 1968. Of these 
15 companies. seven were set up by a single powerful wholesaler. seven companies were 
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established with the partnership of wholesalers and one sales company was organized through 
the cooperation of one powerful wholesaler together with Kao Sekken. Except for the Akita 
Sales Company (which from the beginning was the only sales company in Akita Prefecture) 
through the integration of sales companies in each prefecture， a single sales company in 
each prefecture was materialized (in Miyagi in April 1970， Iwate April 1972， Yamagata and 
Fukushima in April1982 and Aomori in November 1982). These single sales companies in each 
prefecture were then merged into the Tohoku Sales Company in October 1986. 
Fifth， inregard to the initial capitalization of these sales companies， the largest was Sapporo 
Kao (Hokkaido)， with a capital of thirteen million and sixty thousand yen. This was followed 
by Otaru Kao (Hokkaido) at five million and eight hundred thousand yen. As for the initial 
capitalization of the other twenty companies， three were capitalized at two million yen， eight 
were capitalized at three million yen and nine were capitalized at five million yen. 
Sixth， during the process of the integration of these sales companies， as was common in other 
regions， Kao headquarters gradually increased its investment in the sales companies. It helped 
the sales companies to introduce computer technology， which resulted in the establishment 
of the On Line Supply System. The Kao headquarters also promoted the construction of new 
buildings and warehouses for the companies. 
